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ル』をはるかに上回る視聴率をとるヒットコン
テンツである。スタジオバラエティーでのお笑
い芸人の「素」のふるまいやトークもテレビ・ド
キュメンタリーと言えるかもしれない。テレビ・
ドキュメンタリーは今や，どこにでも成立しそう
で，誰にでも撮れそうなものとして，そこらじゅ
うに氾濫している。今，テレビ・ドキュメンタリー
を論じるとすれば，こうした現状こそを大きな
論点にすべきなのだろうが，「今そこらじゅうに
氾濫している」ものについての関心も，筆者の
場合，あまり湧かないのであった（勝手ばかり
言ってすいません）。

ただ，筆者は昔風の「エライ」テレビ・ドキュ
メンタリーと「今そこらじゅうに氾濫している」
テレビ・ドキュメンタリーとの間に存在する「落

  シリーズ    『日本の素顔』と戦後近代
　　　　　            ─テレビ・ドキュメンタリーの初期設定─

【 第 1 回 】  現実が「コンテンツ」になった時
メディア研究部  宮田　章

最初期のテレビ・ドキュメンタリーシリーズとして1957（昭和32）年から64（昭和39）年まで全306本が制作・放
送された『日本の素顔』を，アーカイブに分け入って研究する5回シリーズ（予定）。その目的は，『日本の素顔』1
本1本を検討する基礎研究を行い，それを取り巻く社会的・歴史的文脈と考え合わせながら，『日本の素顔』とそ
れが制作・放送された戦後近代という時代を一体的に明らかにしていくことである。更にそれを踏まえて「テレビ・
ドキュメンタリーとは何か」という大きな問いにささやかな応答を試みたい。

第1回の本稿では，306本を全て資料として検討するという方法的立場から，先行研究を読み直すと共に，資
料の状況と内容の要約を一覧表に示して『日本の素顔』を概観する。取り上げた題材から見ると『素顔』が中心的
に描いたのは，近代化，すなわち生活世界が勃興する近代システムと接触して変容していく諸相であった。この時
代に社会全般をおおった「生活世界のシステム化」によって生まれた「現実というコンテンツ」を描き伝えるために，
テレビ・ドキュメンタリーというメディア形式が見出されたという仮説を示す。

 1  シリーズのはじめに

今どき「テレビ・ドキュメンタリーとは何だろ
うか」などと言うと，「引かれる」可能性十分で
ある。言われた人の頭の中では，「硬い」「難し
い」ことを結構年齢を食った人たちが妙に深刻
に，かつ，そこはかとなく「上から目線」で語
る古色蒼然たるイメージが発生し，大事な話か
もしれないけれど自分はその場にいたくないと
思ったりするのではないだろうか。他ならぬ筆
者がそう思う一人である。今やドキュメンタリー
は別に「エライ」ものではない。子どもの運動
会を撮ったお父さんのビデオだってドキュメンタ
リーだし，『はじめてのおつかい』はテレビ・ド
キュメンタリーとして平均的な『NHKスペシャ
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差」には興味がある。テレビ・ドキュメンタリー
そのものというより日本のテレビ・ドキュメンタ
リーがたどった歴史にかなり激しく関心をそそ
られる。「何でそうなったのか」と思うのだ。

きっかけは『日本の素顔』という，もう50年
以上も前にNHKが作った「日本のテレビ・ド
キュメンタリーの草分け」と言われる番組を，何
本か見たことだった。それは，すさまじいまでに

「硬く」「難しげで」「上から目線」であった。本
当は簡単なことをわざわざそのように表現してい
ると思えるものもあった。はじめはその「冗談
の通じない」「知的であることを強いる」「エライ
感じ」を言わば「ネタ」として楽しんでいた。今
の価値観とは真逆の，「さかさまの国」を観光す
るような気分であった。ところが見続けるにつ
れて，どうも「この人たちは本気でそう思ってい
る」という印象が強くなった。実際，このころの
人がこの番組を「ネタ」として楽しんでいたわけ
はないから当然なのだが，筆者をじわじわと侵
食していったのは，作り手だけでなく，それを
見るほうも「硬さ」「難しさ」「上から目線」を歓
迎しているという印象である。同時代の雑誌等
にも同じような傾向があり，広く世の中がそうい
う価値観を共有していたのは事実らしかった。
五十数年前，「さかさまの国」は本気で実在して
いたらしい。そこは「生真面目さ」や「知的であ
ろうとすること」や「使命感に駆られた啓蒙」が
本気でありがたがられる社会であった。彼らか
ら見ると，われわれの社会のほうがさかさまで
ある。どこかシニカルで，知的負荷が小さいこ
とが歓迎され，上から目線が叩かれるこの社会
は相対的なものであると言わねばならない。彼
らの「さかさまの国」が五十数年をかけて，さか
さまになり，「われわれの国」になったのである。

筆者はこうしてテレビ・ドキュメンタリーの歴

史に興味を持ち，通時的にテレビ・ドキュメン
タリーを見なければと思うようになった。「この
五十数年に何が起こったのだろう」という関心
である。そして，五十数年の一方の端にある『日
本の素顔』を体系的に見ていく中で，ようやく

「テレビ・ドキュメンタリーとは何だろうか」と
思うようになった。『日本の素顔』に発するテレ
ビ ・ドキュメンタリーというメディアシステムは，
世の中がさかさまになっても存続している。た
とえ，五十数年前のそれとは大きく異なるもの
になったとしても，『日本の素顔』という最初期
のテレビ・ドキュメンタリーに施された「初期設
定」の何かが有効なのである。それは何であっ
て，どういうわけで有効であり続けているのだ
ろう。また，途中で失効したものは何であって，
どういうわけで効力を失ったのだろう。そして
新たに加わった設定は何であって，どういうわ
けで加わったのだろう。

この研究は五十数年前に実在した「さかさま
の国」はなぜ，どのように衰亡したのかという
社会史的・文化史的な問題関心から出発した
ものである。この研究の目的は日本のテレビ・
ドキュメンタリーに施された「初期設定」とそ
の変遷を『日本の素顔』を主な材料にして論ず
ることである。

 2  本研究の目的と方法的な立場

この研究の主な材料は，1957（昭和32）年
の11月から64（昭和39）年の4月までNHKで
制作・放送された，日本最初期のテレビ・ドキュ
メンタリーシリーズ『日本の素顔』（以下『素顔』
と表記する）である。6年半にわたって全306
回が制作・放送されたこの番組は，文字通り「日
本のテレビ・ドキュメンタリーの草分け」であり，
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テレビ ・ドキュメンタリーというメディアシステ
ムを社会に広く認知させた長期シリーズであっ
た。『素顔』にはテレビ・ドキュメンタリーとい
うメディアシステムに施された数多くの「初期設
定」がひそんでいるはずである。この「初期設
定」とそこからの変遷について論ずることが，
この研究の目的であるが，もう少しかみ砕いて
説明する必要があると思う。

まず何についての「初期設定」かというと，
それは，制作という観点で見た時，テレビ・ド
キュメンタリーを成り立たせている三つの大き
な要素についての「設定」である。つまり「何
を（題材），誰が（制作主体），どう描く（方法）
か」ということについての「初期設定」である。
もちろん「設定」という表現は比喩で，実際に
誰かによってコンピューターのプログラムのよう
に「設定」されたと想定しているわけではない。
もっと平たく，かつ，「設定」という言葉を使わ
ずにこの研究の目的を述べ直すと，『素顔』の
題材，制作主体，方法，また，それらの変遷
について知見を積み重ね，『素顔』総体，ある
いはその比較的大きな部分について何か言える
こと（これを比喩的に「初期設定」と言ってい
る）を仮説として提出し，「テレビ・ドキュメン
タリーとは何か」という大きな問いに対して，さ
さやかな応答を試みるということになる。

次に目的の補足というか，「このような研究で
ありたい」と考えていることを二つ述べたい。一
つは，この研究においては，資料として検討す
る番組選択にまつわる恣意性をできるだけ避け
たいということ，もう一つは，この研究で示す
テレビ・ドキュメンタリー論をできるだけ『素顔』
放送当時の社会的・歴史的文脈を意識したも
のにしたいということである。それを実現する
方法も含めて，以下，順に説明しよう。

まず，資料選択にまつわる恣意性をできる
だけ避けたいという目標である。テレビアーカ
イブ研究の（おそらく最大と言ってよい）方法
上の焦点は，研究資料とする番組の選択基準
にある。もし恣意性の強い研究者がいて，番
組選択時に自らの恣意性を抑制しなければ，
そこから立論したものもやはり恣意的になる。
テレビアーカイブは「番組の海」である。相当
に独特な問題関心であっても，その気になれ
ば自分が「こうあってほしい」と思う番組をか
なり高い確率で見つけることができる。これ
は基本的に良いことだが，一方でよほど気を
つけないとテレビアーカイブ研究は，アーカイ
ブに外在する既存の知識や考え方の「映像資
料によるなぞり」にとどまってしまう危険性を
持っている。せっかくのアーカイブ（資料庫）
なのに，「資料をして語らしめる」ことに失敗
してしまう危険である。この危険を避けるため
に，筆者は，できるだけ「番組選択をしない」
でこの研究を進めることにしたい。どういうこ
とかと言うと，研究者の意思とは無関係にで
きあがった資料枠組み（例えば『素顔』306 本）
を選択し，それに属する資料を「全部見る」と
いう方法をとるのである。具体的には研究の
最初に，アーカイブの資料状況が許す限り全
ての『素顔』を視聴（完成版の映像・音声がな
いものについては台本を閲覧）し，内容と外形
的情報が一覧できるような306本分のインデッ
クス（一覧表）を作成する。周知の通り，テレ
ビアーカイブ資料についての基礎研究はまだあ
まり進んでおらず，特に『素顔』のような古い
番組については，外形的情報，番組内容を問
わず，情報が極めて乏しい回もしばしば見られ
る。大きな手間と長い時間を要する作業にな
るが，この研究では，最初の段階での番組選
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択に伴う恣意性を排除するため，この一覧表
作りをしっかりと行いたい。なお306 本を全て
平等に資料として検討した結果，知見が積み
重なって，まとまった視点や仮説が形成された
ら，以降の論述のためそれらを踏まえた番組
選択を行っていく。つまり，はじめには全ての
資料を平等に検討するが，立論の過程で番組
選択は起こり，詳しく取り上げる番組は限られ
る。番組選択にまつわる恣意性を「できるだ
け」避けたいと前述したのはこの意味である。

次は，この研究を社会的・歴史的文脈を意
識したものにしたいという目標である。つまり

『素顔』を取り巻いていた時代についての知見
をたっぷりと含んだ研究でありたいと考えてい
る。言うまでもなくテレビ・ドキュメンタリーは
表象するものが基本的に同時代の「現実」で
あるという意味で，時代状況とは切っても切れ
ないメディアシステムである。『素顔』の理解に
は，『素顔』を取り巻いていた戦後近代という
時代についての理解が欠かせない。したがっ
て，この研究は立論の際の資料として，時代
を語る知識・情報を積極的に利用したい。『素
顔』306 本の他に，近現代史の知見や他のメ
ディア研究の成果も材料にして，『素顔』とそ
の時代の理解を深めることにする。また，そ
こから組み上げていくテレビ・ドキュメンタリー
論も，『素顔』の時代についての理解を豊かに
するものでありたいと考えている。これはこの
研究が『素顔』の時代の「さかさま」ぶりにつ
いての社会史的・文化史的興味から出発して
いることによる。

ところで，『素顔』の理解を，その同時代の
理解と一体的なものにしたいという上記のよう
な立場は，『素顔』の番組内容をどのように検

討するかという方法について一定の方向付けを
もたらす。この研究では，テレビ・ドキュメン
タリーの「初期設定」を構成する，題材につい
ても，制作主体についても，方法についても，
時代状況との関わりを重視しながら検討するこ
とになる。三つのうち最も直接的に時代状況を
反映するのは題材であろう。制作主体や方法
が基本的にテレビ・ドキュメンタリーというメ
ディアシステムの「中」で作動して，「現実の素
材」を「表現」に変えていく一種の変換装置を
形成するのに対して，題材は，もともと「外」
にあって，たまたまシステムに取り込まれた「現
実の一部」である。「現実の一部」あるいは「時
代状況の一部」が時代状況をよく反映するのは
自明であろう。前述した『素顔』306本の一覧
表は題材の情報を端的に示すものである。こ
の研究においては立論の入り口として題材を重
視することになるだろう。

また，題材ほど直接的ではないにしろ，制
作主体や方法も「時代の産物」という性格を持
つ。この研究ではこの点を大事にしたい。例え
ばテレビ・ドキュメンタリーの制作主体がその

「初期設定」においてどのように成立したかとい
うことは大変興味深い論点だが，この研究で
は，時代状況の検討を等閑にしたまま，誰か
非常に才能のある個人が現れて，その人物が
テレビ・ドキュメンタリーの成立に画期的な進
展をもたらしたというふうな，英雄譚的な記述
方法はとらない。制作主体や方法についても同
時代の社会史的・文化史的文脈を参照しなが
ら，その「英雄」も，あるいは「残念だった人」
も時代状況の中に位置づけて論じていきたい
と思っている。

この研究は本誌で全5回のシリーズを予定し
ている。以上のような研究の目的と方法的な立
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場を前提に，各回では次のような作業を行って
いきたい。

第 1 回：まず，基礎研究として 306 本ある『素
顔』について，全ての回を資料状況が許す
限り閲覧し，「何を誰がどのように描いてい
るか」をできるだけ客観的に読み取ってい
く。それに基づいて，内容と外形的情報が
一覧できるような306 本分の表を作成する。
この「一覧表」から『素顔』全般についての
基礎的な知見だけでなく，全体を体系的に
概観できる視座を得られるはずである。こ
こで主として題材の傾向から，最初の大ま
かな仮説を提示したい。また同様の知見か
ら306回を年代的にいくつかの期に分ける。

第 2 〜 4 回：第 1 回で示された期ごとに，題
材についての考察を更に深めると共に，制
作主体，方法，そして時代の中での「初期
設定」の変遷といったテーマについて論を
進めていく。

第 5 回：第 1 〜 4 回を受け，『素顔』に見る「テ
レビ ・ドキュメンタリーの初期設定」とその
変遷についてまとめる。

 3  先行研究
　

『素顔』についての研究は，一つのテレビ番
組を対象にしたものとしては例外的と言えるほ
どの蓄積がある。これには比較的はっきりし
た理由がある。『素顔』は，その代表的な制
作者の一人，吉田直哉によって番組が目指す
ところや方法論等が文章に著されていて，研
究者はアーカイブ資料を視聴せずとも，そこ
からこの番組を論ずる材料や論点を得られた
のである。吉田は周知のように，『素顔』など

のテレビ・ドキュメンタリー制作から始まって，
初期大河ドラマの演出，『明治百年』『未来へ
の遺産』といったテレビ・ドキュメンタリーの
大型企画，更に『NHK特集』『NHKスペシャ
ル』において多くの力作・傑作を世に送った，
戦後 NHKを代表する番組制作者の一人であ
るが，一方で晩年に至るまでテレビを論ずる
論客の一人でもあった。『素顔』についての吉
田の著述は，単なる実作者の経験談にとどま
らない。テレビ・ドキュメンタリーの誕生期に
あって，吉田は自ら実作のプロセスの中で格
闘しながら，自分の仕事をある種の普遍を目
指して理論づけようとしている。この研究の関
心から言うと，吉田は自ら「テレビ ・ドキュメ
ンタリーの初期設定者」たらんとした。そして
実際，吉田に続いた『素顔』研究者たちは，
吉田の「初期設定」をどう読み取るかというと
ころから，それぞれにテレビ・ドキュメンタリー
論を始めているのである。特に，吉田によって
提起された，制作主体と方法の考察を通じた
テレビ・ドキュメンタリー論は，後に続いた研
究者に極めて重要な論点として扱われた。ま
ず，吉田の議論を簡単にまとめてみる1）。

① テレビ・ドキュメンタリーは，先行していた
ラジオの録音構成番組を継承するもので，
記録映画とは方法が違う。記録映画では
制作者の描きたいこと，言いたいこと（結
論）は予め決まっているが，テレビ・ドキュ
メンタリーはそうではない。

② 結論は決まっていないといっても，テレビ・
ドキュメンタリーはただ漫然と目をひく素材
を取材し，編集するのではない。取材（撮
影）にも編集にも，制作者が抱くはっきりし
た目的意識（仮説）が不可欠である。
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③ テレビ・ドキュメンタリーはつまり，制作者
が抱いた仮説が現実によって検証されて
いくそのプロセスを見せていくものである。
結論は番組が出すのではなく視聴者に委ね
られる。

　
テレビ・ドキュメンタリーはフィクションでは

ないのだから，制作者は現実を尊重すべきで，
映画監督のようにその作品の神＝創造主として
ふるまってはいけない。しかし，特定の現実を
選択的に素材化する意思がなければ取材も編
集も成立しないから，制作者の意思は仮説と
いう形で存在を許される。そして仮説の当否
は，仮説の実際の展開（＝番組内容）に接し
た視聴者が判断するというのが吉田の制作方
法論の要旨である。これを仮に吉田モデルと
呼ぼう。

前節で述べたような，この研究の方法的な
立場から見てすぐに気がつくのは，吉田モデル
は題材の要素を語らず，制作主体とそれが紡
ぎ出す方法の考察に集中していることである。
千変万化する現実の一部である題材の要因は
ひとまず捨象して，テレビ・ドキュメンタリーと
いうメディアシステムの「中」について，純度の
高い理論化を目指したと言うべきであろう。筆
者から見ると，この枠組み設定自体が吉田モ
デルの重大な特徴であるが，ここでは深入りし
ない。システムの「中」では制作主体の重視が
目立つ。このモデルにおいて方法とは，要す
るに仮説形成であるが，これは題材に対応し
て制作主体が紡ぎ出すものである。吉田は題
材については理論化しようとしないから，結果
として吉田モデルはほとんど「制作主体論」で
ある。「まず自分（制作主体）をしっかり定める」
という話であるが，「自分（制作主体）のことし

か考えてない」という批判的な見方も招き得る
話である。吉田に続いた研究者たちはこの吉
田モデルをどう捉えたのだろうか。

2000年ごろ以降ようやく活性化してきた『素
顔』研究のうち，『素顔』総体を論じ，そこから
テレビ・ドキュメンタリー論にまで至ったものは，

（管見の限り）例外なく，吉田モデルに議論の
出発点を求めている。代表的な論者は崔銀姫
と丹羽美之であろう。両者は対照的である。崔
が吉田モデルをほぼ無批判に承認して，この方
法論に“そうあるべき”テレビ・ドキュメンタリー
やジャーナリズムの手掛かりを見出す 2）（崔　
2002）のに対し，丹羽は，吉田モデルが具体
化したものである吉田制作の『素顔』を視聴し
て批判的に検証する。そして吉田モデルの中心
たる制作主体の背景に「近代啓蒙」という当時
の時代精神を見てとる（丹羽　2001）3）。それ
ぞれもう少し詳しく紹介しよう。

崔は主として，吉田の著述や，吉田本人か
らの聞き取り，その他複数の『素顔』制作者か
らの聞き取りに依拠して，吉田たちが活躍した

『素顔』の前期（57年〜60年夏ごろ）には「市
民と共に思考する放送空間」が成立していたと
する。つまり，番組が誕生した57年11月から
60年夏ごろまでの『素顔』は，作り手の主体
性に基づいた社会批評が存分に展開され，そ
れが市民に共有されていたある種理想的な時
代であったという。しかし，この理想的な「放
送空間」は安保闘争が収束した60年秋以降，
NHKの組織論理によって作り手の主体性が

「徹底的に抹消」された結果，消滅していった
という。

安保闘争期を大きな節目として『素顔』が変
容していったことはおそらく事実である。60年
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秋以降，吉田直哉，小倉一郎といった，それ
までの中心的な作り手が『素顔』の制作現場
を去っている。また59年4月から行われてい
た番組末尾での構成者（制作者）表示が60年
11月に消える。安保闘争期を境に，その前に
は理想的な「放送空間」が成立していたが，そ
の後権力によってスウィープされたという崔の
主張を裏付ける外形的な情報はいくつか存在
する。

ただ，崔の議論は番組内容からの裏付けに
乏しいと筆者は思う。崔はその論考の材料とし
て32本の『素顔』を視聴したという。しかし論
考の中で具体的にその内容が紹介されるのは
安保闘争のさなかに作られた第125集『九年
間の記録―安保から安保まで―』と，浅沼社
会党委員長刺殺事件を扱った第139集『政治
テロ』の2本だけである。崔はこの2本を「市
民と共に思考する放送空間」が挫折した，前
期から後期への転換点として紹介するが，転
換点の前と後の番組については内容に言及し
ない。「市民と共に思考する放送空間」を支え
たはずの前期の『素顔』はどんなふうだったの
か，またそれが「崩壊した」後期の『素顔』は
どんなふうだったのか，崔の論考から具体的に
知ることはできない。『素顔』が安保闘争期を
境にして変容したという崔の主張は，番組内容
からは十分に検証されていないと筆者は思うの
である。むしろ崔の議論は60年夏以前の『素
顔』を十分な検証なく理想化し，以後の『素顔』
を，これも十分な検証なく価値の乏しいものと
して議論の枠外に追いやる傾向を持っている。
崔によれば，後期の『素顔』は作り手の主体性
が「徹底的に抹消」された時期であるが，今
回，筆者は『素顔』の視聴を通じて，前期ほど
の密度はないものの後期の『素顔』にも数多く

の番組に制作者の主体性を感じることができ
たことを報告しておく。

崔の議論の焦点は安保闘争前後の『素顔』
の変容にあり，このフォローが長くなってしまっ
たが，「テレビ・ドキュメンタリーの初期設定」
を探りたいというこの研究の問題関心から言う
と，崔の議論で一番もの足りないのは，吉田
モデルを制作者の主体性のたまものとしてほぼ
無批判に承認し，そのまま「市民と共に思考す
る放送空間」を形成する番組制作の方法論と
して理想化するところである。崔の関心は「そ
れはどんな主体性なのか」というところには向
かっていかない。とにかく制作者が持つ「良心」
のようなものが体制によって圧殺されていくと
いうストーリーに，ほぼ一直線に向かうのであ
る。本研究は，まず，吉田モデルがどのような
特徴を持つか，とりわけそれがどのような社会
的・歴史的文脈を背景にしているかを問うてい
きたい。体制や権力との遭遇局面についての
検討は，その後に行おう。

崔とは対照的に丹羽は，吉田の言説に距離
を置き，吉田モデルの「中」から外に出ようと
する。手掛かりとしたのは当時の視聴者，い
や正確には当時の視聴者の立場に身を置いた
時に丹羽が感じた違和感であった。

丹羽は，『素顔』放送当時のテレビ・ドキュ
メンタリー制作者とその視聴者の間にあった
圧倒的な非対称性を問題にした。吉田モデル
では，仮説についての視聴者の所感を制作者
にフィードバックする機能が働かない場合，あ
るいはそもそも視聴者が自立的な所感を抱く
に至らない場合，仮説の独占的な提起者であ
る制作者がオールマイティーとなる可能性があ
る。吉田は最終的に自分の仮説の当否を判断
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と筆者は考える。その方法は歴史家が現代の
視座から過去の時代を相対化する方法になら
うものである。すなわち吉田モデルとその作品
を，同時代の時代精神（端的には近代啓蒙精
神）の産物とし，近代啓蒙の精神が薄れた時
代に生きる者の目で批評したものである。お
そらく丹羽の目には五十数年前に存在していた

「さかさまの国」が映っている。
本研究は，吉田モデルの外に出て，『素顔』

を時代の産物として相対化して論じていくとい
う意味において，丹羽の研究を継承するもので
ある。「テレビ・ドキュメンタリーの初期設定」
を解き明かすには，ある時代のテレビ・ドキュ
メンタリーというメディアシステムの「外側」と
つながる要素を捉えていったんシステムの外に
出，システムを時代の相の中で相対化しながら
論じることが必要である。さしあたりの手掛か
りを，この研究では題材にとると前述した。

丹羽の研究の限界についても述べておく。
丹羽は数多い『素顔』の制作者の中で，ひとり
吉田の作品と方法論を論じて『素顔』総体の
特徴としている。これは明らかな飛躍である。
確かに吉田直哉は『素顔』の代表的な制作者
の一人であり，自ら「テレビ・ドキュメンタリー
の初期設定者」たらんとした著述によっても特
筆すべき人物であるが，『素顔』306 本の基礎
研究が成立していない時点で，他の制作者や
作品を検討対象から外すのはあまりにも危険
である。306 本の『素顔』の中で23 本を制作
した吉田直哉とその作品は，他の283 本の制
作者やその作品との比較によっても相対化さ
れるべきであろう。いや，それどころか吉田直
哉についても，その著述と数本の作品視聴で
は捉えきれていない可能性がある。吉田モデ
ルは吉田にとって「よそいき」の言説にすぎず，

するのは視聴者であると言うが，その審級は
実際には機能せず，制作者の専制の隠れ蓑に
なっていたのではないか。

丹羽は，実際に吉田が作った『素顔』（主に
第8集『日本人と次郎長』）のナレーションを列
挙し，近代主義によって武装された異論を許さ
ない断言ぶりを指摘する。例えば次のようなも
のだ4）。
○「ヤクザ一家は親分を頭にした，伝統的な日

本の家族制度の形をとります。親子，兄弟，
叔父，親戚筋とある間柄の仲で要求される
義理人情は狭い島国道徳です。そしてこの
ような親分子分の結びつきは，政界，学界
など，あらゆる日本の社会にも見られるもの
です」

○「ヤクザの世界は，近代的な装いを凝らした
日本のゆがんだ本当の姿を代表していると
言ってよいでしょう。1958年も，日本はこの
ゆがんだ姿のままで年を送るのでしょうか」

（ラストナレーション）

当時の視聴者は制作者の仮説の当否を判
断することなどできず，制作者が書く番組のナ
レーションは実質上「神の声」であったと丹羽
は言う。そして，更に仮説提起者である吉田
が依拠していたものとして，近代主義，合理
主義，市民意識といった当時の近代啓蒙的な
時代精神を指摘し，彼の作品や方法論もそう
した時代精神が抱えていた限界を免れないと
論じる。吉田もまた「時代の子」であったと，
その時代ごと相対化するのである。

この丹羽の議論は「日本のテレビ・ドキュメ
ンタリーの初期設定」について，研究者として
初めて吉田直哉の引力圏から脱し，吉田モデ
ルを相対化したという意味で画期的であった
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他の吉田作品を見るとまた違う様相が立ち上
がってくるかもしれない。

さて，先行研究には，『素顔』総体を論じた
崔や丹羽の研究とは別に，吉田直哉ら多くの

『素顔』制作者がそのキャリアの出発点とした
ラジオの録音構成，放送当時の『素顔』を取
り巻いていた社会意識，また，吉田以外の『素
顔』制作者といった個別の論点について貴重な
手掛かりを与えてくれるものがある。以下，順
に紹介する。

○ラジオの録音構成番組という放送の先行分
野は，制作手法において，テレビ・ドキュメ
ンタリーである『素顔 』に大きな影響を与え
たと言われる。吉田は『素顔』を「録音構成
の正当な嫡子」と称した。かつて自らが録音
構成の作り手であった田原茂行は，録音構
成番組の制作経験の積み重ねが作り手にも
たらすある種の職人気質的な態度の形成を，

「録音構成の魂」という表現を用いて論じて
いる 5）（ 田原　2000）。しかし，丹羽や崔
も含めて後に続いた研究者たちは，この「録
音構成の魂」が『素顔』に与えた影響につい
て十分な関心を払っていないように思う。筆
者の考えでは，ラジオの録音構成番組は，
とりわけ吉田直哉などの場合，『素顔』に具
体的な制作手法上の影響を与えたというより
も，場所と日時の違う様 な々現実を，一人の
人間が切り取り，編集していく「構成」とい
う制作の形式，あるいは，その「構成」の
経験が『 素顔 』制作者に独特の「主体性」
を培養したという意味において重大な意味
を持っている。田原の議論を踏まえて本論
に生かしたい。

○ 59 年 11 月から翌年 4 月までの期間を中心
に，映画監督羽仁進と吉田直哉らとの間
で巻き起こった，いわゆる「 日本の素顔論
争」（ 以下「 素顔論争」）は当時の『 素顔 』
が社会のどんな階層からどんな視線で見ら
れていたのかを探る上で貴重なトピックであ
るが，この論争の資料と論点を的確に整理
したのが米倉律と松山秀明の論考である 6）

（米倉・松山　2013）。この「素顔論争」に
ついては，それが知識人同士の相当にペダ
ンティックな論争であったにもかかわらず，
世間一般の広範な関心を呼んだという外形
的事実が興味深い。知識人から広範な大
衆へと急速に増大していた当時のテレビ視
聴者のダイナミックな変容という，本研究に
とって見逃せない時代的文脈を感じさせて
くれるものである。

○水俣病を世に知らしめた第 99 集『奇病のか
げに』等，13 本の『素顔』7）を制作した小倉
一郎は，吉田とはまた違った方法論と時代
精神に裏打ちされた重要な制作者の一人で
あるが，吉田とは対照的に自身や自作を公
に語ることがほとんどない人物であった。こ
の小倉一郎という作り手をまとまった形で初
めて論じたのが桜井均の論考である 8）（桜
井・東野　2012）。吉田直哉本人あるいは
彼についての語りから出発することの多かっ
た『素顔』研究に新鮮な視角を与えてくれる。

 4  『素顔』を外形的に概観する
　

『日本の素顔』は1957（昭和32）年11月10
日放送の第1集『新興宗教をみる』から64（昭
和39）年4月5日に放送された『暴走』まで全
306回が制作・放送された。放送時間枠は57
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年11月のスタート時から60年度末（61年4月
の第1週放送分）までが，毎週日曜日の午後
9時半から10時まで，61年度が午後9時50分
から10時20分まで，62年度が午後10時5分
から10時35分まで，63年度が午後10時から
10時30分（第270集以降は10時29分）まで
となっている。筆者は2012年から14年にかけ
てNHKアーカイブスに保存されている『素顔』
について調査し，別表に示すような知見を得
た（表1〈P.46〜57〉）。管見の限り，この一覧
表は各回の資料状況と資料内容を含めて，『素
顔』306回を網羅した初めてのものである。以
下，項目ごとに簡単に説明する。

○ 制作・放送本数

『素顔』は全306本が制作・放送されたとい
うのが通説で，最終回『暴走』の冒頭テロップ
には「第306集」とあるのが確認される。とこ
ろが NHKの「放送番組表」9）で『日本の素顔』
を検索すると307本が出力される。実は『素
顔』は，この306本の他に，雑誌で言えば“増
刊号”のような回が2本制作・放送されていて，
この2本をどう扱うかによって総本数が変わっ
てくるのである。「放送番組表」で検索すると
58年12月28日に放送された『日本の素顔座
談会「1958年言い納め」』が含まれて307本と
なるが，研究者によっては吉田直哉の制作で，
そのタイトルから見て吉田流のテレビ論が展開
されていたと思われる59年3月20日放送の特
集番組『四角い鏡―テレビジョンによる第三の
ルポルタージュ―』のほうを『素顔』に含めるも
のもある10）。2本を両方含めて308本とする研
究は管見の限りない。本研究では，この2本
については『素顔』にカウントせず，通説どおり

『素顔』の制作・放送本数は306本とする。2

本の映像，音声は『四角い鏡』の未編集映像
以外残っておらず，資料性に乏しいという理由
が大きい。ただし，参考のため2本の副題等
は一覧表に記した。

○ 資料の保管状況

残念ながら，NHKアーカイブスにおいて306
本の『素顔』の全てが完成物として保管されて
いるわけではない。資料の保管状況は以下の
通りであった。

ア）映像・音声のそろった完成物が残っている
もの ………………………………… 191 本

イ）アに欠けるが，台本が残っているもの
 ……………………………………… 84 本

ウ）ア，イに欠けるが，編集済みの映像（音声
なし）が残っているもの ……………… 8 本

エ）ア，イ，ウに欠けるが，NHK アーカイブ
スのデータとして内容の要約文が残ってい
るもの。あるいは雑誌記事や制作者への
取材等によってある程度内容が知られる
もの ………………………………… 16 本

オ）ア，イ，ウ，エに欠け，現在「放送番組表」
以外に情報を得られていないもの …… 7 本

当然，資料としての価値はアが最も高くイが
それに次ぐ。『素顔』の場合，内容はナレーショ
ンの占める比重が大きく，ウのように編集済み
映像があっても音声がないと資料性は下がる。
エの要約文は通常数行のもので，記載者は基
本的に不明である。制作者が書いたと思われる
ものもあれば，アーカイブの担当者が提案票や，
番組通知表などの内部文書からリライトしたと
思われるものもある。オは「放送番組表」に載
る放送日と副題，制作担当局以外に情報がな
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いものである。全般に初期になるほどアの割合
は少ない。はじめの100本ではアは39本にすぎ
ないが，残り206本では，アは152本にのぼる。
初期の『素顔』分析はイ（アと同じく最初の100
本中39本）にも依拠する部分が大きい。

○ 資料内容の要約

筆者は上記のような資料を，アについては全
て視聴し，イについては全て台本を閲覧し，ウ
についても全て映像を確認した。これらについ
ては各回の番組内容を詳しくメモした上で短く
要約して一覧表に示した。“　”内の記述は番
組内のナレーションの引用である。また，アー
カイブデータの中の要約文やNHKの月刊誌『放
送文化』の記事，制作担当者の談話などを，
それぞれ〈　〉内に引用して記述した。「放送
番組表」以外に情報源が得られないオの7本に
ついてはその旨をことわって，資料内容につい
ては記さなかった。7本の副題をここに挙げる
と，第31集『大人にならない子どもたち』，第
48集『母と子』，第62集『引揚げ14年』，第
73集『捜査本部』，第82集『どん底人生』，第
217集『内職立国』，第230集『大陸派―その
日本人的郷愁―』である。つまり，この研究
で番組内容の分析の対象としたのは306本中
299本である。対象番組を「全部見る」というこ
の研究の立場からすれば遺憾であるが，副題
だけで内容を忖度することの危険を重く見た。

○ 制作局，制作者

『素顔』の制作はスタート時から東京のNHK
本部とNHK大阪局が概ね3対1の割合で分担
して行われた。306本を通観すると，うち227
本が東京制作で76本が大阪局制作，他に広
島局，札幌局，名古屋局制作が各1本となっ

ている。大阪局が制作した前半期（57 〜 60年
夏ごろまで）の『素顔』は，同時期の東京本部
制作の『素顔』と比べて独自の傾向がある。ま
た東京本部の中でも，57年11月から61年3月
までは教育局で制作していたが，61年4月以
降は報道局に移る。表中では，大阪局制作
の回には全て制作者名の前にBK（大阪局の
コールサインJOBKから）と記した。東京本部

（コールサインJOAK）制作分については，制
作者が不明の場合のみAKと表記している。
制作者名はここではNHK内でPD（Program 
Director 番組ディレクター）と呼ばれる，企
画から直接の取材，編集，ナレーション作成
に携わった者を記した 11）。出典はアーカイブの
データ，番組内でのテロップ表示（「構成　○
○」と表記される），また台本中の記載である。
306本中41本については制作者名をつきとめ
るに至らなかった。

○ 公開の有無

2014年4月18日現在で，一般に公開されて
いる番組について記した。NHKの番組公開ラ
イブラリーで33本。横浜の公益財団法人放送
番組センターで視聴可能なものが3本ある12）。
うち第92集『泥海の町―名古屋市南部の惨状
―』と第99集『奇病のかげに』の2本は双方
で見ることができる。つまり，現在公開されて
いる『素顔』は306本中34本ということになる。

「一覧表」では副題にアンダーラインを引いて示
した。

 5　『素顔』の内容を概観する

前節では『素顔』306 本について網羅的に
調査し，これまで1本1本バラバラに，または
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数本からせいぜい数十本レベルで部分的に語
られていた『素顔』を，初めて一つの表にまと
め，各回の副題，放送日，放送時間，放送
本数，資料の状態，制作担当部局・制作者
等の外形的情報を体系的に明らかにした。ま
た各回の内容についても，306 本中299本に
ついて要約文を示すことができた。これによっ
て本研究は，『素顔』について，まだ解像度は
低いものの，番組内容を含めた全体を俯瞰す
る視座を得たと言ってよい。この段階で，主に
題材の観点から『素顔』を概観し，さしあたり
最も目立つ題材的な特徴を指摘して，「テレビ・
ドキュメンタリーの初期設定」を探る手掛かり
を求めたいと思う。

「一覧表」で題材の内容を通観する時，一番
先に浮かび上がってくる印象は「『素顔』は基
本的に近代化を描いている」というものである。

『日本の素顔』が中心的に取り扱っている題材
は，近代にとりわけ特徴的な現象である「生
活世界のシステム化」13）の諸相である。一覧表
から目につくままに例を挙げてみよう。身体の
調子が悪くなったら，まず“まじない”に頼っ
ていた土地に近代医療が入っていき，学齢期
になっても子どもが親の仕事の手伝いをしてい
た漁村に学校教育が普及していく（第52集『無
医村』，第164集『われは海の子』など）。ダム
建設や工場誘致のため補償金をもらって農民
が土地を手放し，漁民が漁業権を放棄する（第
228集『秘境返上』，第289集『補償以後』な
ど）。若者が田舎に親兄弟を残して工員や店員
になるため続 と々都会に出て行く（第174集『若
い根っこ』，第190集『天草』など）。

はじめは単発的だった「生活世界のシステム
化」は次第に勢いを増し，連鎖反応を起こし

出す。例えば，故郷の生活世界を断ち切って
やってきた若者で膨れ上がった大都会で，消
費革命やレジャーブームが起こり，更にそのこ
とが流通革命や大規模な観光開発を引き起こ
す（第44集『アンバランス』，第176集『レジャー
の断面』，第210集『観光基地』，第256集『流
通革命』など）。生活世界Aのシステム化は生
活世界Bのシステム化を促し，Bのシステム化
は生活世界Cのシステム化，あるいはAの更な
るシステム化を要請するといったように，より高
次の「生活世界のシステム化」につながってい
く。こうした「システムの更なるシステム化」は
ごく短いスパンで起こる場合もあれば，もっと
長いスパンで起こる場合もある。『素顔』には，
1957年以前から存在していた旧

ふる

いシステムにつ
いて，新しい時代の中での動向を描いた回が
あるが（第96集『国鉄ローカル線』，第258集

『家元社会』など），そこでは，かつて達成され
たシステムがいつのまにか生活世界となってお
り，そこからこの時代にあった再度のシステム
化に向かおうとする比較的ゆっくりしたスパン
の動きが描かれている。

社会全般に遍在して様々なスパンで次 と々連
鎖反応を起こすシステム化の波…，6年半にわ
たる『素顔』の大半を占めるのは，素朴な「生
活世界」の描写から始めて，「生活世界のシステ
ム化」が，比較的単純な段階へと進み，「シス
テムの更なるシステム化」と言えるような高次の
段階に至る，その諸相を描いたものである。一
つ付け加えると，『素顔』はシステム化を描く中
で，それが必ずしも良い結果ばかりをもたらす
わけではないことも伝えている。まさに新しい
システムゆえに深刻な公害病や，悲惨な事故，
新たな貧困などが発生することがあるのだ（第
99集『奇病のかげに』，第120集『三池』，第
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144集『繁栄の谷間』など）。近代のカゲである。
さて，筆者は内容 把握が可能な『素顔』

299本について題材を次のような基準で分類
し，「一覧表」右端の列に示した。それぞれの
数を以下に記す。
A：「生活世界」を主たる題材としているもの

 ……………………………………… 62 本
B：比較的単純な意味での「生活世界のシステ

ム化」を主たる題材としているもの
 …………………………………… 110 本

C :「システム」ないし「システムの更なるシステム
化」を主たる題材としているもの …103 本

D：題材的に上記 3 分類があてはまりにくい
もの ……………………………… 24 本

　
どこからどこまでが「比較的単純な」システ

ム化で，どこからが「更なる」システム化であ
るか，また，どこからどこまでをシステム化の

「移行過程」ととるか，この分類はまだ緻密な
基準を持たない。あくまで「概観値」であり，
番組個々の分類の当否については，次回以降
再検討すべきものであろう。ただ現段階で大
まかな傾向はうかがえると思う。
『素顔』の制作・放送時期を，ほぼ真ん中に

あたる60年度の終わり（61年の4月第1週）を
境にして前期（第1集〜第159集），後期（第
160集〜第306集）に分けると，その傾向は瞭
然である。

項目AとCの推移が対照的である。「生活
世界」が減少し，「システム」が増加していく様
子がはっきりわかる。「生活世界のシステム化」
すなわち近代化が力強く，あるいは仮借なく
進行していることがうかがえる。

広い意味での「生活世界のシステム化」に
分類できないDについて一言すると，ここに分
類されるのは，例えば，第75集『ある玉砕部
隊の名簿』や第85集『モンテンルパへの追憶』
のように，主たる題材を戦争など過去の事実
の想起に求めるもの，あるいは，伊勢湾台風
襲来の8日後に放送された第92集『泥海の町
―名古屋市南部の惨状―』や第137集『小児
マヒ地帯』のように突発的な災害や，伝染病発
生などに対する緊急報道的なもの，またダム
建設で故郷を失った村人のその後を追った第
180集『流転の村―小河内ダムの30 年―』の
ように，題材そのものを小さな現実の断片から
制作者が構成したものなどである。この三者
にはそれぞれ歴史番組，ニュース，ドラマな
ど，テレビメディアにおけるドキュメンタリーの
隣接領域の影響が感じられる。

前期を更に58 年度末で二つに分け，初期
（第1集〜 68集）と中期（第69集〜 159集）と
すると，表は以下のようになる。また割合につ
いてグラフも作ってみた（図1）。

生活世界が初期には数多く存在し，それが，
期を追うごとにシステム化によって減少していく

前期（第 1 〜 159 集）
n=154

後期（第 160 〜 306 集）
n=145

A 51（33.1%） 11 （7.6%）

B 59（38.3%） 51（35.2%）

C 30（19.5%） 73（50.3%）

D 14 （9.1%） 10 （6.9%）

初期
（第 1 〜 68 集）

n=64

中期
（第 69〜159 集）

n=90

後期
（第160〜306集）

n=145

A 28（43.8%） 23（25.6%） 11 （7.6%）

B 24（37.5%） 35（38.9%） 51（35.2%）

C 10（15.6%） 20（22.2%） 73（50.3%）

D 2 （3.1%） 12（13.3%） 10 （6.9%）
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ことがより明瞭にわかる。後期で「A：生活世
界」と分類されるのは，この期の題材の1割を
切っている。生活世界からの「比較的単純なシ
ステム化」は，中期が終わるころには（少なく
とも『素顔』の題材としては）一段落したと言え
る。

以上の知見に則って，『素顔』を3期に分けて
みよう。初期（57年11月の放送開始から58年

度末まで，第1集〜68集）では，なお各地に残
る「脱却すべき遅れた」生活世界を批判的に描
き，近代化（システム化）の必要を言葉で説く
回が目立つ。いわゆる近代啓蒙番組である。続
く中期（59年度初めから〜 60年度末まで，第

69集〜 159集）は，近代啓蒙のまなざしを継
承しながらも，本格的に駆動を始めた生活世
界のシステム化をそのカゲの部分も含めて存分
に描いた時期である。次の後期（61年度初め

から63年度末まで，第160集〜306集）では，
「脱却すべき遅れた」生活世界の描写が減り，
形成された新しいシステムを個別に紹介，解説
しようとするものが多くなる。いったん成立した
システムは更なる目的的・道具的な合理性に基
づいて自らを更新していくが，こうした「システ
ムの更なるシステム化」を報じる「最前線もの」

も目立ってくる。このように『素顔』は，
戦後の日本社会に押し寄せた一貫した
近代化のベクトルの中で，まずは番組自
らが近代啓蒙を説き，次に比較的単純な

「生活世界のシステム化」を，そして後期
には「システムの更なるシステム化」を含
めた高次の「生活世界のシステム化」を
中心的に描いているのである。

ここでいったん『素顔』の番組内容を
離れて，既にある歴史の知見からこの時

代を見てみよう。『素顔』が制作・放送された
1957年〜 64年という時代は，戦後近代システ
ムという現代社会の基盤をなす様々なシステム
の勃興期・形成期であった。政治的には日米
安保体制の下，西側資本主義国として存立す
ることを確認した時代，経済的には戦後の混
乱を脱し石炭から石油へのエネルギー革命に
対応して重化学工業に投資を集中し，それが
目に見える形で成功していった時代，社会的に
は農村から都市へ空前の規模の人口移動が起
き，サラリーマンとその家族を中心に膨大な都
市大衆が形成され，大量生産，大量消費のサ
イクルが駆動し始めた時代である（表2）。

映画『ALWAYS 三丁目の夕日』（2005）が
描いたように，人のつながり，コミュニティー
のぬくもりが東京でもまだそこかしこに残っ
ていた“古き良き昭和30年代”である一方
で，NHKの『プロジェクトX─挑戦者たち─』

（2000〜2005）が好んで材を取った時代でも
あった。スバル360が発売され，黒部第四ダ
ムが竣工し，東海道新幹線が開業した 14）。日
本が盟主と頼むアメリカは絶頂期だった。金1
オンス＝35ドル，1ドル＝360円の固定相場制
のもと，日本のみならず多くの西側諸国で対米

図 1　『素顔』の題材の変遷

その他

システムまたはシステムのさらなるシステム化

生活世界のシステム化

生活世界

後期（１６０～３６０集）

中期（６９～１５９集）

初期（１～６８集）

生活世界 生活世界のシステム化 その他

システムまたはシステムの
更なるシステム化

44% 38

26 39

8 35 50 7

22 13

16 3

後期
（160～360集）

中期
（69～159集）

初期
（1～68集）

生活世界 生活世界のシステム化 その他

システムまたはシステムの
さらなるシステム化

36% 41

19 43

6 37 52 5

27 11

22

2

後期
（第160～306集）

中期
（第69～159集）

初期
（第1～68集）

n=64

n=90

n=145
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表 2　『日本の素顔』を取り巻いた時代

年 政治・経済・国際 社会・文化 ブーム，流行語等

1956
（昭和 31）

6 月　沖縄で米軍基地への土地収用をめぐる「島ぐるみ闘争」
高まる

7 月　経済白書『日本経済の成長と近代化』発表。「もはや戦
後ではない」

12 月 日本の国際連合加盟承認される

2 月　『週刊新潮』創刊（初の出版社系週刊誌，以後数年にわ
たる週刊誌創刊ブーム）

3 月　日本住宅公団入居者募集を開始（千葉・稲毛団地）

10 月 佐久間ダム完成
12 月 ソ連からの最後の引き揚げ船，舞鶴に入港

○「もはや戦後ではない」
○「太陽族」
○「一億総白痴化」
○映画『ビルマの竪琴』
○本，五味川純平『人間の条件』

1957
（昭和 32）

2 月　石橋首相病気により退陣，岸内閣発足
8 月　東海村に日本初の「原子の火」

○この年後半より「なべ底不況」（〜 58 年前半）
10 月 ソ連，人工衛星スプートニク 1 号打ち上げに成功
12 月 日教組，勤評闘争で「非常事態宣言」

1 月　人気絶頂の美空ひばり，ファンに塩酸をかけられ負傷
7 月　東京の人口 851 万人余，世界最大の都市に

※11 月 NHK『日本の素顔』放送開始

○東京への家出件数が史上最高
○「よろめき」「何と申しましょうか」
○映画『嵐を呼ぶ男』（主演・石原裕次郎），『喜びも悲しみ

も幾歳月』
○本，松本清張『点と線』（雑誌『旅』に連載），深沢七郎『楢

山節考』

1958
（昭和 33）

3 月　関門国道トンネル開通（世界初の海底道路）

○この年後半より「岩戸景気」（〜 61 年 12 月）
10 月 政府，警察官職務執行法改正案を国会に提出（11 月廃

案）

2 月　日劇でウエスタンカーニバル，ロカビリー旋風
3 月　富士重工「スバル 360」発表
4 月　売春防止法施行
4 月　長嶋茂雄，プロ野球に初試合出場
5 月　テレビ受信契約数 100 万件
10 月 テレビドラマ『私は貝になりたい』放送（東京放送）
11 月 東京―神戸間で特急こだま号運転開始（東京―大阪 6

時間 50 分）
12 月 「主婦の店ダイエー」神戸・三宮に開店
12 月 東京タワー完成

○ 1 万円札発行
○フラフープ流行
○ラジオ受信契約数，映画館入場者数が史上最高，いずれも

以後減少
○「いかす」，「団地族」，「ハイティーン」，「ご清潔でご誠実」
（正田美智子さんの婚約発表での発言），「いやーな感じ」

○歌，『おーい中村君』『からたち日記』

1959
（昭和 34）

2 月　主婦と生活社で労組無期限スト突入

11 月 安保改定阻止を掲げデモ隊 2 万人が国会構内に突入
12 月 三井三池，労組に指名解雇を通告（三池争議）

1 月　尺貫法廃止，メートル法施行
1 月　NHK 教育テレビ開局
4 月　皇太子と正田美智子さん結婚
6 月　長嶋茂雄，プロ野球天覧試合で阪神・村山実からサヨ

ナラホームラン
7 月　児島明子さん，日本人初のミスユニバース
9 月　伊勢湾台風襲来，39 都道府県が大被害
11 月 水俣の漁民 1,500 人が新日本窒素水俣工場に乱入，警

官隊と衝突

○『週刊文春』『週刊平凡』『週刊少年マガジン』『週刊少年
サンデー』など創刊

○「カミナリ族」，「神風タクシー」，「私の選んだ人を見て
いただきます」（昭和天皇 5 女清宮貴子さんの発言，記者
会見で好みの男性を尋ねられ）

1960
（昭和 35）

1 月　三池鉱ロックアウト，労組無期限スト突入（11 月斡旋
案を受諾，スト解除）

5 月　衆議院で新安保条約可決
6 月　15 日，全学連主流派が国会突入，警官隊と衝突して樺

美智子さん死亡，19 日新条約自然成立，23 日岸首相
退陣表明

7 月　池田内閣発足
10 月 浅沼社会党委員長，右翼少年に刺殺される
12 月 国民所得倍増政策を閣議決定

1 月　「金の卵」中卒者，就職選考たけなわ
6 月　初のロングサイズたばこ「ハイライト」発売
8 月　東京山谷の簡易旅館街で暴動

11 月 住友銀行，消費者向けに乗用車の月賦金融を開始

○ダッコちゃん人形
○ 即席ラーメン，インスタントコーヒー，プレハブ住宅
○「家つき，カーつき，ババア抜き」「所得倍増」

1961
（昭和 36）

2 月　右翼少年が中央公論社社長宅を襲う。夫人を傷害，家
政婦を殺害

4 月　ソ連，初の地球 1 周有人飛行に成功。「地球は青かった」
6 月　農業基本法公布
6 月　警視庁に交通情報センター設置
10 月 大鵬と柏戸，横綱に同時昇進
10 月 文部省，全国一斉学力テストを実施

○レジャーブーム
○現代っ子論議
○うたごえ喫茶
○「わかっちゃいるけどやめられない」
○歌『銀座の恋の物語』『上を向いて歩こう』
○本，小田実『何でもみてやろう』，平凡社『国民百科事典』

全 7 巻

1962
（昭和 37）

5 月　新産業都市建設促進法公布
○求人難のため「青田買い」横行

○「オリンピック景気」（62 年 11 月〜 64 年 10 月）

3 月　テレビ受信契約数 1,000 万件
7 月　世界最大のタンカー日章丸進水
8 月　戦後初の国産旅客機 YS11 が試験飛行に成功

○「交通戦争」「無責任時代」「総会屋」「流通革命」
○歌『可愛いベイビー』『いつでも夢を』『下町の太陽』
○映画『キューポラのある街』（主演・吉永小百合）
○本，山岡荘八『徳川家康』

1963
（昭和 38）

○農村から都会への中卒就職者数ピーク
○産業界に家康ブーム
○広告費の伸び世界一

11 月 ケネディ大統領暗殺，初の日米間宇宙中継でテレビが
伝える

1 月　テレビアニメ『鉄腕アトム』放送開始（フジテレビ）
3 月　吉展ちゃん事件，翌月，警視庁は犯人の声をラジオ，

テレビで一般公開
6 月　黒部川第四発電所ダム完成
11 月 三井三池で炭塵爆発，死者 458 人
12 月 力道山刺され死亡

○「ハッスル」「ガチョーン」「かわい子ちゃん」「三ちゃん
農業」「カギっ子」

○歌『こんにちは赤ちゃん』『高校三年生』
○本，司馬遼太郎『竜馬がゆく』，河野実・大島みち子『愛

と死をみつめて』

1964
（昭和 39）

4 月　日本 OECD に加盟

8 月　トンキン湾事件，アメリカ，ベトナム戦争に本格介入
10 月 池田首相，病気により退陣表明

4 月　※『日本の素顔』放送終了
4 月　海外渡航自由化
9 月　巨人の王貞治 55 本塁打を達成
10 月 東海道新幹線開業
10 月 東京オリンピック開催

○『平凡パンチ』創刊
○クリネックス・ティシュー，ワンカップ大関
○「ウルトラ C」「おれについてこい」
○歌『東京五輪音頭』『お座敷小唄』『アンコ椿は恋の花』

『日本全史』（ジャパン・クロニック）講談社（1991）等の資料をもとに筆者作成
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輸出が経済成長を牽引した。「パクス・アメリカー
ナ」に陰りをもたらすベトナム戦争の本格化（ト
ンキン湾事件と直後の北爆）は1964年8月で
ある。『素顔』が放送された1957年11月から
64年4月，戦後近代はまだ「午前中」であった。

この時期，メディアの領域でも画期的な新
システムが勃興している。他でもない，テレビ
放送である。『素顔』の放送が始まった1957
年11月において，NHKテレビの受信契約の
世帯普及率は5%に満たない15）。翌58 年には
映画の観客動員数と，ラジオ受信契約の世帯
普及率がピークをつけている16）。しかし59 年
には映画もラジオも下降を始め，『素顔』が終
了する64 年春には，テレビの世帯普及率が
75.9％に達する一方，映画，ラジオははっきり
と斜陽化する（図2）。『素顔』の6 年半は実に，
日本に全国的なテレビ放送網と国民規模の視
聴者が成立するプロセスのコア期間であった。
政治，経済，社会，そしてメディア領域を含
む文化全般…この未曽有と言ってよい激変の
中で『素顔』は306回の放送を重ね，同時代
の視聴者から大きな，また当時放送されてい
た他の番組に対するものとは質の違う反響を
獲得し，社会の広範な認知を得る。そして，
その後『現代の映像』（1964〜71），『ある人
生』（1964〜71），『ドキュメンタリー』（1971〜
78），『NHK特集』（1976〜89），『ルポルター
ジュにっぽん』（1978〜84），『NHKスペシャ
ル』（1989 〜）等へと続くNHKのドキュメンタ
リーシリーズの系譜の祖と見なされていく。つ
まり『素顔』は戦後近代システムの勃興と共に
誕生し，その形成の進展と共に回を重ね，「日
本のテレビ・ドキュメンタリーの草分け」として
日本の戦後近代とテレビ・ドキュメンタリーの
関係の祖型を作っていくのである。

年 政治・経済・国際 社会・文化 ブーム，流行語等

1956
（昭和 31）

6 月　沖縄で米軍基地への土地収用をめぐる「島ぐるみ闘争」
高まる

7 月　経済白書『日本経済の成長と近代化』発表。「もはや戦
後ではない」

12 月 日本の国際連合加盟承認される

2 月　『週刊新潮』創刊（初の出版社系週刊誌，以後数年にわ
たる週刊誌創刊ブーム）

3 月　日本住宅公団入居者募集を開始（千葉・稲毛団地）

10 月 佐久間ダム完成
12 月 ソ連からの最後の引き揚げ船，舞鶴に入港

○「もはや戦後ではない」
○「太陽族」
○「一億総白痴化」
○映画『ビルマの竪琴』
○本，五味川純平『人間の条件』

1957
（昭和 32）

2 月　石橋首相病気により退陣，岸内閣発足
8 月　東海村に日本初の「原子の火」

○この年後半より「なべ底不況」（〜 58 年前半）
10 月 ソ連，人工衛星スプートニク 1 号打ち上げに成功
12 月 日教組，勤評闘争で「非常事態宣言」

1 月　人気絶頂の美空ひばり，ファンに塩酸をかけられ負傷
7 月　東京の人口 851 万人余，世界最大の都市に

※11 月 NHK『日本の素顔』放送開始

○東京への家出件数が史上最高
○「よろめき」「何と申しましょうか」
○映画『嵐を呼ぶ男』（主演・石原裕次郎），『喜びも悲しみ

も幾歳月』
○本，松本清張『点と線』（雑誌『旅』に連載），深沢七郎『楢

山節考』

1958
（昭和 33）

3 月　関門国道トンネル開通（世界初の海底道路）

○この年後半より「岩戸景気」（〜 61 年 12 月）
10 月 政府，警察官職務執行法改正案を国会に提出（11 月廃

案）

2 月　日劇でウエスタンカーニバル，ロカビリー旋風
3 月　富士重工「スバル 360」発表
4 月　売春防止法施行
4 月　長嶋茂雄，プロ野球に初試合出場
5 月　テレビ受信契約数 100 万件
10 月 テレビドラマ『私は貝になりたい』放送（東京放送）
11 月 東京―神戸間で特急こだま号運転開始（東京―大阪 6

時間 50 分）
12 月 「主婦の店ダイエー」神戸・三宮に開店
12 月 東京タワー完成

○ 1 万円札発行
○フラフープ流行
○ラジオ受信契約数，映画館入場者数が史上最高，いずれも

以後減少
○「いかす」，「団地族」，「ハイティーン」，「ご清潔でご誠実」
（正田美智子さんの婚約発表での発言），「いやーな感じ」

○歌，『おーい中村君』『からたち日記』

1959
（昭和 34）

2 月　主婦と生活社で労組無期限スト突入

11 月 安保改定阻止を掲げデモ隊 2 万人が国会構内に突入
12 月 三井三池，労組に指名解雇を通告（三池争議）

1 月　尺貫法廃止，メートル法施行
1 月　NHK 教育テレビ開局
4 月　皇太子と正田美智子さん結婚
6 月　長嶋茂雄，プロ野球天覧試合で阪神・村山実からサヨ

ナラホームラン
7 月　児島明子さん，日本人初のミスユニバース
9 月　伊勢湾台風襲来，39 都道府県が大被害
11 月 水俣の漁民 1,500 人が新日本窒素水俣工場に乱入，警

官隊と衝突

○『週刊文春』『週刊平凡』『週刊少年マガジン』『週刊少年
サンデー』など創刊

○「カミナリ族」，「神風タクシー」，「私の選んだ人を見て
いただきます」（昭和天皇 5 女清宮貴子さんの発言，記者
会見で好みの男性を尋ねられ）

1960
（昭和 35）

1 月　三池鉱ロックアウト，労組無期限スト突入（11 月斡旋
案を受諾，スト解除）

5 月　衆議院で新安保条約可決
6 月　15 日，全学連主流派が国会突入，警官隊と衝突して樺

美智子さん死亡，19 日新条約自然成立，23 日岸首相
退陣表明

7 月　池田内閣発足
10 月 浅沼社会党委員長，右翼少年に刺殺される
12 月 国民所得倍増政策を閣議決定

1 月　「金の卵」中卒者，就職選考たけなわ
6 月　初のロングサイズたばこ「ハイライト」発売
8 月　東京山谷の簡易旅館街で暴動

11 月 住友銀行，消費者向けに乗用車の月賦金融を開始

○ダッコちゃん人形
○ 即席ラーメン，インスタントコーヒー，プレハブ住宅
○「家つき，カーつき，ババア抜き」「所得倍増」

1961
（昭和 36）

2 月　右翼少年が中央公論社社長宅を襲う。夫人を傷害，家
政婦を殺害

4 月　ソ連，初の地球 1 周有人飛行に成功。「地球は青かった」
6 月　農業基本法公布
6 月　警視庁に交通情報センター設置
10 月 大鵬と柏戸，横綱に同時昇進
10 月 文部省，全国一斉学力テストを実施

○レジャーブーム
○現代っ子論議
○うたごえ喫茶
○「わかっちゃいるけどやめられない」
○歌『銀座の恋の物語』『上を向いて歩こう』
○本，小田実『何でもみてやろう』，平凡社『国民百科事典』

全 7 巻

1962
（昭和 37）

5 月　新産業都市建設促進法公布
○求人難のため「青田買い」横行

○「オリンピック景気」（62 年 11 月〜 64 年 10 月）

3 月　テレビ受信契約数 1,000 万件
7 月　世界最大のタンカー日章丸進水
8 月　戦後初の国産旅客機 YS11 が試験飛行に成功

○「交通戦争」「無責任時代」「総会屋」「流通革命」
○歌『可愛いベイビー』『いつでも夢を』『下町の太陽』
○映画『キューポラのある街』（主演・吉永小百合）
○本，山岡荘八『徳川家康』

1963
（昭和 38）

○農村から都会への中卒就職者数ピーク
○産業界に家康ブーム
○広告費の伸び世界一

11 月 ケネディ大統領暗殺，初の日米間宇宙中継でテレビが
伝える

1 月　テレビアニメ『鉄腕アトム』放送開始（フジテレビ）
3 月　吉展ちゃん事件，翌月，警視庁は犯人の声をラジオ，

テレビで一般公開
6 月　黒部川第四発電所ダム完成
11 月 三井三池で炭塵爆発，死者 458 人
12 月 力道山刺され死亡

○「ハッスル」「ガチョーン」「かわい子ちゃん」「三ちゃん
農業」「カギっ子」

○歌『こんにちは赤ちゃん』『高校三年生』
○本，司馬遼太郎『竜馬がゆく』，河野実・大島みち子『愛

と死をみつめて』

1964
（昭和 39）

4 月　日本 OECD に加盟

8 月　トンキン湾事件，アメリカ，ベトナム戦争に本格介入
10 月 池田首相，病気により退陣表明

4 月　※『日本の素顔』放送終了
4 月　海外渡航自由化
9 月　巨人の王貞治 55 本塁打を達成
10 月 東海道新幹線開業
10 月 東京オリンピック開催

○『平凡パンチ』創刊
○クリネックス・ティシュー，ワンカップ大関
○「ウルトラ C」「おれについてこい」
○歌『東京五輪音頭』『お座敷小唄』『アンコ椿は恋の花』
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このように，『素顔』が制作・放送された
1957〜64 年という時代が戦後近代システムの
勃興・形成期であったという一般的な歴史の
知見と，今回作成した「一覧表」から浮かび上
がってきた，『素顔』が中心的に描いたのは「生
活世界のシステム化」の諸相であったという知
見は，よく符合するものである。つまり，『素
顔』というテレビ・ドキュメンタリーの中心的
な題材となっている「生活世界のシステム化」
は，同時代の広範かつ急激な近代化に伴って
起こったものであった。『素顔』が現代まで続
くNHKのテレビ・ドキュメンタリーシリーズの
祖型と見なされていることを考え合わせると，
題材としての「生活世界のシステム化」は日本
の「テレビ・ドキュメンタリーの初期設定」に
極めて重要な役割を果たした可能性がある。

次節では，『素顔』が題材として「生活世界
のシステム化」を中心的に描いたのは単なる偶
然ではないという視点から，一つの仮説を示し
たい。筆者は，テレビ・ドキュメンタリーという
メディアシステムが「生活世界のシステム化」に
先行していたのではなく，題材としての「生活

世界のシステム化」が，それを描き伝えるメディ
アとしてテレビ・ドキュメンタリーというメディア
システムを生み出したと考えている。

 6  仮説：現実が
　　　   「コンテンツ」になった時

テレビアーカイブを用いた『素顔』研究に先
鞭をつけた丹羽美之は，テレビ・ドキュメンタ
リーというメディアそのものを戦後近代がもた
らしたシステム，すなわち「文化装置」と見て
いる。丹羽は日本の戦後において代表的な近
代システムであるところの戦後民主主義という
政治体制が，国民をそれを担うに足る「市民」
として育成するために『素顔』という文化装置
を欲した，その主たる機能は近代啓蒙であっ
たと説明する。つまり丹羽は戦後近代システム
の一環としての近代啓蒙のメッセージが“先に
あって”，それを伝えるツールとして『素顔』と
いうテレビ・ドキュメンタリーを要請したとする。
これを仮に「啓蒙仮説」と呼ぼう。筆者は，日
本のテレビ・ドキュメンタリーの成立期におい

図 2　『日本の素顔』放送期間中のテレビ・ラジオ・映画の変還

0

30

60

90

120

150

ラジオ受信契約数（1955年を100として）
映画館入場者数（1955年を100として）
テレビ受信契約の世帯普及率（%）

1967年196619651964196319621961196019591958195719561955

0.3 0.9 2.3 5.1 11.0
23.1

33.2

49.5
64.8

75.9
83.0

75.6 79.8

『日本の素顔』放送期間

40

60

100
%

80

20

0

・テレビ，ラジオの受信契約件数の出典は NHK「放送受信契約数統計要覧」。映画館入場者数は，
　一般社団法人日本映画製作者連盟（映連）のデータによる。
・ラジオ受信契約数は，1962 年度まではテレビ受信契約を含む。63 年度からはラジオのみの受信契約。
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て，描き伝えられるべき題材が，テレビ・ドキュ
メンタリーというメディアシステムに先行したと
いう丹羽の考えに賛同する。しかし，この「啓
蒙仮説」が（その初期はともかく）『素顔』全般
についてあてはまるとは思えない。なぜなら，

『素顔』に現れる典型的な近代啓蒙とは，なお
各地に残る「脱却すべき遅れた」生活世界を批
判的に描き，近代化（システム化）の必要を説
くものであるが，「一覧表」を見る限り，そうし
た内容は『素顔』初期に目立ったものの，回を
重ねるにつれて次第に数を減らし，トーンを落
としていくからである。『素顔』後期にあたる61
〜 64年の作品では，啓蒙的言説をはっきり表
明するものは少ない。この段階ではもはや，啓
蒙しなくとも近代化は自動的に進行しているの
である。つまり内容的に「啓蒙仮説」だけでは，

『素顔』全般を説明することはできない。
筆者はここで，丹羽が提起した「近代啓蒙の

メッセージ」に代わって，テレビ・ドキュメンタ
リーというメディアシステムに“先行した”題材
を提示したい。前節で示した「生活世界のシス
テム化」の諸相である。日本のテレビ・ドキュ
メンタリーはこの「生活世界のシステム化」ある
いは「システム化に見舞われた生活世界」とい
う題材を描くべく成立した，と筆者は考えてい
る。そもそも生活世界は対象化が難しいもの
であり，メディア表象になじまないものであっ
たが，戦後日本社会に広範に起こった「生活
世界のシステム化」によって変容し，「コンテン
ツ」（つまり題材）となりうるものになった。新
たに誕生したこの「コンテンツ」を描き伝えるた
めに，テレビ・ドキュメンタリーというメディア
システムが要請されたと考えるのである。少し
複雑なのでいったん次のように整理してみる。
1. 生活世界は本来，対象化・焦点化しにくい

領域であり，テレビ・ドキュメンタリー成立以
前は，それを「コンテンツ」とするには映画の
ように虚構の位相に移し替えて表現するのが
主流であった。テレビというメディアは，生
活世界を「生活世界のまま」記述するという
分野でそれまでのメディアよりはるかに優れ
た技術的性質を持っていたが，それは潜在
していた。

2. ところが，同時代における近代システムの勃
興・形成は，生活世界のシステム化をもたら
して，生活世界を対象化しやすくすると共に，
それを潜在的に劇化し，生活世界を「コンテ
ンツ」として商品化する回路を拓いた。それ
がテレビ・ドキュメンタリーというメディアシス
テムである。

もういちど敷衍してみよう。
生活世界，人々が生きて死ぬこの現実は本

来対象化されにくいものである。各人の生は
基本的に当人に生きられるためのものであり，
誰かに見てもらうためのものではない。仮に
見てもらうとしても，実のところ，生活世界は
よほど珍しいものでないと，魅力的な「コンテ
ンツ」にはなりにくい。山間の畑を耕す農民，
日々魚を取って暮らしを立てる漁民，それをそ
のまま見せられても退屈である。生活世界は
序破急も起承転結もなく，言わば“まったりと”
存在しているから，作り手がいたとしても生活
世界のどこをどう切り取るべきかの見当をつけ
るのは難しい。だから，生活世界が「コンテン
ツ」になるとすれば，それは，映画に見るよう
に，大いに加工され，基本的には虚構の位相
に移し替えられて描かれるものであった。テレ
ビはこの生活世界を生活世界のまま（正確に
はそうではないが）描くことができる技術的な
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性質を持っていたが，生活世界はそのままでは
「コンテンツ」になりにくいという隘路を突破す
ることができず，その可能性は潜在していた。

ところが日本の戦後近代という特定の時期
において，この“まったりとした”生活世界を
劇化する契機が現れる。近代システムの広範
かつ急激な勃興である。山間にダムが計画さ
れれば，ダム湖に没するかもしれない畑で農
夫が振るう一鍬一鍬は俄然意味を持ってくる。
暮らしの糧としている魚に近くの工場の廃液に
由来する毒物が含まれていて，それによる公
害病が発生すれば，病に侵されながら生きる
漁民の生活は近代そのものを問うような意味
を帯びる。つまり生活世界とシステムとの接触
が発生すると，そこに比較的高い確率でドラ
マが生まれる。その接触によって生活世界は
対象化され焦点化される。しかも生活世界が
幾分でもシステムに染まる時，そこにある種の
崩壊エネルギーが生まれる。言わば生活世界
はシステムと接触すると「発光する」のである。
こうして生活世界は，テレビというメディアに
とって魅力的な原料の供給領域となる。戦後
近代システムの勃興とその生活世界への全般
的接触という新たな状況の中で，広範な現実
が劇化の契機を潜在的に孕むようになり，現
実が「現実のまま」伝えられても，それが「見
るに値するもの」「面白いもの」，つまり「コンテ
ンツ」になりうる素地ができたのである。「現
実というコンテンツ」の成立である。

今回作った『素顔』についての「一覧表」を
見ると，戦後近代はその初発期において，い
まだ素朴で豊かな生活世界と，起動したばか
りの戦後近代システムが共存，交錯していたこ
とがわかる。それは，両者の接触によって放
たれるエネルギーに満ちた時代であった。『素

顔』というテレビ・ドキュメンタリーシリーズは，
このエネルギーの中から生まれたものである。
豊かな生活世界と勃興する近代システム，『素
顔』はこの二つを成立要件として誕生した。生
活世界を母親，近代システムを父親に喩える
ことができよう。どちらが欠けてもこの著名な
テレビ・ドキュメンタリーシリーズは成立しな
かったはずである。

以上，「生活世界のシステム化」というこの
時代をおおった現象が，「現実というコンテン
ツ」すなわち題材を析出させ，日本のテレビ・
ドキュメンタリーが成立するための極めて重要
な要件となったという筆者の仮説を述べた。こ
の仮説は『素顔』について今回作った「一覧
表」，そして同時代についての歴史の知見から
暫定的に導いたものである。本研究において
この仮説は，次回以降の発想の基礎となるも
のであり，次回以降の分析によって検証され，
修正され，精緻化され，発展させられるべきも
のである。これを仮に「生活世界のシステム化
仮説」と呼ぼう。

本節の最後に，「生活世界のシステム化仮
説」の立場から，丹羽の「啓蒙仮説」を再検討
しておこう。端的に言うと，「生活世界のシステ
ム化仮説」は「啓蒙仮説」を拡張したものであ
る。「生活世界のシステム化仮説」は題材析出
の契機を丹羽が言う近代啓蒙主義だけでなく，
近代化全般に求めた。文化化，科学化，都市
化，産業化，消費社会化といった近代のシス
テム化全般を題材析出の契機として仮説に取
り込んでいる。

逆に言えば「啓蒙仮説」は「生活世界のシス
テム化仮説」の部分となる。生活世界のシステ
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ム化がまだ比較的単純な現象だった段階にお
いて，近代啓蒙のメッセージは「現実のコンテ
ンツ化」の重要な成立要因であった。この段階
では，戦後近代システムは物や制度としてまだ
十分に実現されていなかったので，近代啓蒙と
いう「掛け声」がシステムの一環として大きな意
味を持っていたのである。
『素顔』の中で「啓蒙仮説」が最もよくあては

まるのは，生活世界が直接，強い啓蒙のまな
ざしや言説と接触した回である。丹羽の論考
で番組内容が具体的に引用され，その「啓蒙
仮説」の重要な論拠となった第8集『日本人と
次郎長』（制作：吉田直哉）が典型的である。
この作品の場合，啓蒙のまなざしや言説を担う
実際のプレーヤーは『素顔』の制作者自身であ
る。長く城東地区を縄張りとしていた東京・亀
戸の博徒一家は1957（昭和32）年の暮れ，吉
田直哉率いるNHKのテレビ撮影クルーという
近代システムの先端と接触した。親分は，あな
たたちを撮影したい，ただしあなたたちを近代
の立場から批判します，という吉田の虫がいい
としか言いようがない出演依頼をなぜか「よう
がす」と引き受ける17）。そして入れ墨を施した
自らの肉体，サイコロ博打の様子，親分子分
の盃，抗争の手打ちの儀式といった，数々の
濃密な生活世界を惜しげもなくテレビ・ドキュ
メンタリーの「コンテンツ」に供したのである。
この作品における「発光」現象が長期シリーズ
としての『素顔』の礎を築いたのはよく知られ
ている18）。撮る者と撮られる者とが，とりもな
おさず近代システムと生活世界を体現し，その
接触によって強烈な「発光」が起きたという例
は『素顔』でもさすがに数少ないが，ある種『素
顔』のイメージを決定するほどのインパクトを見
る者に与えた。

『日本人と次郎長』の内容分析を主要な論拠
とする丹羽の「啓蒙仮説」は，生活世界のシス
テム化という，近代においてより一般的な現象
の中の，最も際立った部分の一つに着目して形
成されたものである。ただし，番組制作者自
身，ひいてはテレビ・ドキュメンタリーというメ
ディア自身が近代システムの先鋒を担っていた
という丹羽の指摘は，なお汲みとるべき可能性
を秘めていると思われる。今後とも留意してい
きたい。

 7  第 1 回のおわりに

以上，本稿では「テレビ・ドキュメンタリー
の初期設定」を探るという目的を達するため，

『日本の素顔』306回について網羅的な基礎
研究を行い，主として『素顔』の題材を手掛か
りにして考察してきた。第5節，第6節では，

『素顔』を題材の観点から概観した時，特に目
立つ特徴，すなわち「生活世界のシステム化」
について指摘し，それに伴って起こった広範な

「現実のコンテンツ化」を描き伝えるためにテレ
ビ・ドキュメンタリーというメディアシステムが
誕生したという仮説（「生活世界のシステム化
仮説」）を述べた。「テレビ・ドキュメンタリー
は現実を題材とする」ことが定義として動かせ
ないとすれば，題材の観点から見た「テレビ・
ドキュメンタリーの初期設定」の核心は，「ど
んな現実を題材とするのか」ということである。

「生活世界のシステム化」は「現実のコンテンツ
化」を推進する動因の全てであったとは思わ
ない。おそらく「現実というコンテンツ」の全
体像は変幻する途方もない多面体であり，「生
活世界のシステム化」はその一面を形作るにす
ぎないかもしれない。しかし間違いなくその一
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面の貌
かお

を指摘できたと思っている。
次回以降は，第5節で設定した『素顔』の

初期，中期，後期の期分けに従って，より詳
細に個々の番組内容を検討しながら研究を進
めていく。題材についての考察を精緻化させ
ると共に，制作主体や，方法，また時代の変
化に伴う変容などについても考察を加えていき
たい。

（みやた あきら）

注：
 1） 吉田直哉（1958）「記録映画との訣別」『記録映

画』9 月号；吉田（1959）「不完全燃焼を忌む」『三

田文学』10 月号；吉田（1960）「テレビ・ドキュ

メンタリーの構成―『日本の素顔』を主材とし

て」『NHK 放送文化』2 月号。いずれも吉田直

哉（1973）『テレビ　その余白の思想』（文泉）

に所収。

 2） 崔銀姫（2002）「テレビ・ドキュメンタリーの

放送空間―ドキュメンタリー『日本の素顔』が

生み出したテレビ・ジャーナリズムの軌跡と変

容」『東京大学社会情報研究所紀要』1 月 , 125-

159。なお「放送空間」という言葉は用いないも

のの，崔の見方を踏襲するものとして，吉田の

制作方法論に「戦後日本のジャーナリズムの限

界性を乗り越える」可能性を見る田所承己の論

考がある。田所（2003）「ジャーナリズムとし

てのテレビ・ドキュメンタリーの一考察―初期

テレビ放送と『日本の素顔』を中心に―」『情

報文化学研究２』, 13-18

 3） 丹羽美之（2001）「テレビ・ドキュメンタリー

の成立―NHK『日本の素顔』」『マスコミュニ

ケーション研究』（59） 164-177

 4） 上記３に同じ。171-172

 5） 田原茂行 (2000) 「「録音構成の魂」が生んだ映

像　吉田直哉と『日本の素顔』」『新・調査情報

　passingtime』No22, 46-49。吉田直哉が『素顔』

を「録音構成の正当な嫡子」と語ったというの

は p46 の田原の記述から。

 6） 米倉律・松山秀明（2013）「シリーズ　初期“テ

レビ論”を再読する【第 2 回】ドキュメンタリー

論 〜“『日本の素顔』論争” を中心に」『放送研

究と調査』9 月号 , 2-15

 7） 今回調べた限りの数である。小倉は 1958 年秋

に大阪局から東京本部の教育局に異動している

が，58 年秋までの BK 制作の『素顔』には担

当 PD が判明しないものが 2 本あり，この中に

小倉が制作した回が存在する可能性がある。

 8） 桜井均・東野真（2012）「制作者研究〈テレビ・

ドキュメンタリーを創った人々〉【第 1 回】小

倉一郎（NHK）〜映像と音で証拠立てる〜」『放

送研究と調査』2 月号 , 2-21

 9） 「NHK クロニクル」というサイトで一般に公

開されている。http://cgi2.nhk.or.jp/chronicle/

pg/page010.cgi

 10） 例えば丸山友美は『四角い鏡』を『素顔』にカ

ウントする。丸山友美（2013）「『日本の素顔』

における「よきジャーナリズム」―「客観的」

ドキュメンタリーの模索―」『社会志林』第 60

巻 3 号。ただし丸山は総本数を 306 本とする。

 11） ここで番組制作者を PD に限定するのは，『素

顔』制作当時は実態として，番組の具体的内容

について，直接の現場担当者たる PD に一任す

ることが多かったからである。一般に時代が

下っていくにつれ，PD の先輩であるデスク，

二人の上司である CP（Chief Producer），時に

はその上の管理者の意思を捨象することが難し

くなる。

 12） 本文で示した第 92 集と第 99 集の他に，第 8 集

『日本人と次郎長』が放送番組センターで視聴

できる。

 13） ドイツの思想家ハーバーマスは「システムによ

る生活世界の植民地化」が近代に特徴的である
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と論じる。『素顔』では，生活世界が「自然に」

システム化しているように見えることも多く，

またいったんシステム化すると元には戻れない

印象が強いので，本稿では筆者独自に「生活世

界のシステム化」という表現をとった。なおハー

バーマスは「生活世界」という用語に，そこで

成員の理性的なコミュニケーション行為が行わ

れる，近代ならではの合理化された日常世界と

いう意味を込めるが，本研究では基本的に「人

間が生きて死んでいく世界」というほどの素朴

な用法である。例えば上記のようなハーバーマ

スの用法では，学校は生活世界であるが，本研

究ではシステムと捉える場合もある。すなわち，

一人の小学生にとって学校は楽しい生活世界で

もあり，苦手な教科の勉強を強制されるシステ

ムでもある。

 14） 『プロジェクト X ―挑戦者たち―』，本文での

記載順に『日本初のマイカー　てんとう虫 町

をゆく〜家族たちの自動車革命』（2001 年 5 月

8 日放送），『シリーズ黒四ダム　秘境へのトン

ネル　地底の戦士たち』『シリーズ黒四ダム　

絶壁に立つ巨大ダム　１千万人の激闘』（2005

年 10 月 11 日，18 日の放送），『執念が生んだ

新幹線〜老友 90 歳・戦闘機が姿を変えた』（2000

年 5 月 9 日放送）

 15） NHK テレビ，ラジオの受信契約件数の出典は

NHK「放送受信契約数統計要覧」http://pid.

nhk.or.jp/jushinryo/know/toukei.html（2014

年 6 月 2 日閲覧）。なお上記要覧では各年度の

年度末にあたる翌年 3 月の時点でのデータを各

年度のデータとしているが，このグラフでは各

年のデータは単純に各年 3 月の時点のデータで

ある。例えば 1958 年 3 月において世帯普及率

は 5.1％であった。

 16） 一般社団法人日本映画製作者連盟（映連）のデー

タによる。観客動員数，興行収入などの変遷は

http://www.eiren.org/toukei/data.html で閲覧

できる（2014 年 6 月 2 日閲覧）。

 17） 吉田の回想によれば，「日本の特徴は仁侠の世

界に凝縮されているのではないか，政界も財界

も学界も，仁侠の世界を知ることによって初め

てよく理解することができるのではないか」と

口説く吉田に，親分は「ようがす，気に入った」

と答えた後，こう続けた。「するてぇと渡世人

を映しておいて政治家も学者先生も，ナニは，

組み立てはみんな同じだって言おうてんだね」。

吉田直哉（2003）『映像とは何だろうか―テレ

ビ制作者の挑戦―』（岩波新書）24-34。

 18） 「放送翌日には見てない人も見たふりするぐら

い評判になっていた」。NHK『第 6 回アーカイ

ブス・カフェ座談会　『日本の素顔』座談会（１）』

での吉田直哉の発言（2007 年 7 月）。吉田は上

記 17 に掲げた著書（2003）では，「当初十二本

で打ち切られる予定」だったと記している（同

書 p38）。第 8 集『日本人と次郎長』のヒット

がなければ，『素顔』は短期的なベンチャー番

組で終わっていたかもしれない。
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表 1　『日本の素顔』一覧表

No 放送年月日 副題 状態 内容 ＰＤ 題材

1 1957/11/10 新興宗教をみる ウ
（毎週日曜午後 9 時 30 分〜 10 時の放送）
社会の混乱・変革期に台頭する新興宗教。立正佼成会，世界救世教，PL
教団，創価学会の 4 つの教団を取材。

白石　斎藤
吉田 B

2 1957/11/17 養護施設の子供たち イ 「東京家庭学校」での学齢児の生活と登校。学齢前の幼児が暮らしている
「赤十字子供の家」を訪ねる。一部スタジオ座談。 白石 A

3 1957/11/24 貸家あります イ 東京の住宅事情リポート。赤羽引揚げ者寮等に取材。低所得者の住宅確
保を訴える。 清洲 A

4 1957/12/1 九十九里浜の漁師たち エ 千葉・九十九里浜に漁村の後進性と沿岸漁業の問題を取材，〈日本の貧困
さの典型として社会に提出する〉。 渡部 A

5 1957/12/8 生きている史蹟 イ 江田島，横須賀，土浦等に旧軍施設のその後を取材，自衛隊の施設とし
て再生している様子を内部に入ってリポート。

白石　斎藤
吉田 C

6 1957/12/15 三つの年の瀬
－災害・貧困・孤独－　 イ 水害に遭った諫早，大阪のスラム，東京・杉並の養老院を取材，「思いや

りの手を」と訴える。NHK 歳末たすけあい番組。養老院部分は中継。
白石　斎藤
吉田 A

7 1957/12/22 玩具の季節 エ 〈日本の輸出産業として着々と伸びる玩具産業。しかし家内労働，内職に
負っている部分の多いことも事実だ〉。 清洲 A

8 1958/1/5 日本人と次郎長 ア 都内の博徒一家を取材。入れ墨，固めの盃，手打ちの儀式等，ヤクザ社
会の姿が映像で鮮烈に示される。 吉田 A

9 1958/1/12 櫓太鼓のかげに ウ 大日本相撲協会は茶屋制度，マス席問題などの「改革」を求められた上で
57 年 12 月に「日本相撲協会」に生まれ変わった。 立川 B

10 1958/1/19 瀬戸内海の子供たち イ 瀬戸内海の 4 つの小島を取材，近代の光が届かない貧しい島々で健気に
生きる子どもたちの姿を描く。 BK 海林 A

11 1958/1/26 狭き門にいどむ イ 教育の機会均等の副作用として，受験地獄という社会問題が生まれたと
する。小学生相手の「私塾」，エスカレーター入学などを紹介。

田村　堀場
田畑 B

12 1958/2/2 下水なき文化国家 イ 下水道なき東京の繁栄を“似非文化国家”と非難，文明国ではあり得ない
と外国人目線を借りて批評する。 吉田　斎藤 A

13 1958/2/9 移民 イ 移民あっせんに応じて和歌山県の村からブラジルに渡る一家の出国まで
を描く。神戸出港前日，デパート屋上で遊ぶ子どもの姿。

BK 馬場
荻野 A

14 1958/2/16 三軍の装備 イ 自衛隊の現在。憲法論争はともかく“現実に存在するもの”として，装備
や訓練，それにかかるコスト等を淡々と紹介する。 白石 C

15 1958/2/23 春を待つ子供たち ア 都内の盲学校，ろう学校等を取材，身体障害の児童も学校に通うべきな
のに，施設が足りないと訴える。 立川　倉島 A

16 1958/3/2 犬の世相 イ 〈現在，犬猫病院は東京都内だけで 500 を超え，獣医さんの数は 1,500 人，
神武以来の不景気と言われながらも世の中も安定したものだ〉。 田畑 B

17 1958/3/9 関門 イ 海底を掘った関門国道トンネルが開通。“我が国土木技術の粋を集めて，
世界に誇るに足る新しい数々の設備”と素朴にリポート。 田沼 D

18 1958/3/16 お寺さまざま ウ 社会の変革の中で，信徒へのサービスや副業により財政の安定を図る寺
院も出てきた。高野山，比叡山そして京都に取材。 BK 小倉 B

19 1958/3/23 南の孤島・与論島 ア 5 年前に日本に返還された与論島。島民の日常生活や風俗を紹介し，船が
横付けできる港が欲しいという願いも伝える。 斎藤　吉田 A

20 1958/3/30 解散風の吹く国会 イ 解散を控え気もそぞろな国会。議員が選挙区の支持者回りをする様子を
リポート。国会議事堂を観光バスが取り巻くという世相も描く。 田畑 C

21 1958/4/6 季節労働者 ア “春の肥料や子どもたちに学用品を買うため”に北海道へ出稼ぎに向かう
東北農民のルポ。ニシン漁や，森林伐採の現場を取材。 AK A

22 1958/4/13 観光日本 ウ 日本各地を訪れた世界一周観光団に同行取材。外国人目線で日本観光事
業の問題点を探る。まだまだフジヤマ，ゲイシャ。 白石　鈴木 B

23 1958/4/20 青い目の子供達 ア “敗戦の落とし子”として世間の冷たい目の中で育っているという“混血
児”問題。施設で暮らす子ども，街場で苦労している子どもを紹介。 AK A

24 1958/4/27 部落 イ 奈良の被差別部落に取材。厳しい差別の現実と，そこから立ち上がろう
とする人の声を伝える。 BK 海林 A

25 1958/5/4 働くこどもたち エ 「児童は人として尊ばれる」とした児童憲章（1951 年制定）は守られてい
るか。酔客に物を売る少女，新聞配達の少年などを取材。 田沼　渡部 A

26 1958/5/11 迷信 ア “文明国でありながら日本ほど迷信の多い国はない”として，様々な実例
を紹介。〈医学を無視する祈祷所の繁栄〉などを非難する。

白石　立川
吉田 A
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27 1958/5/18 麻薬 イ ヘロイン密輸入の拠点とされる神戸に取材。常習者の悲惨な様子，密売
アパートへのガサ入れなど，現場感に満ちたシーン。

BK 大原
荻野 D

28 1958/5/25 学校繁昌記 ウ 全国におよそ 8,000 校，生徒 100 万人に及ぶという洋裁学校，料理学校，
タイプ学校，珠算学校などの各種学校を取材。 田沼　渡部 B

29 1958/6/1 ガード下の東京 ア 〈貧困にあえぐ人，疲れも見せず深夜の労働にいそしむ人，そしてまた酒
と女に酔いしれる人〉，東京のガード下に現代の縮図を見る。 白石　吉田 B

30 1958/6/15 水の上にくらす人たち ウ 東京・隅田川や横浜周辺のハシケ業者，瀬戸内海の漁民等の中に水上生
活者を取材，〈文化的恩恵に浴することができない〉と問題視。 小松　斎藤 A

31 1958/6/22 大人にならない子どもたち オ （放送番組表に記載あり，媒体検索できず）　 BK ─

32 1958/6/29 自動車ラッシュ エ 自動車は 1946 年に 14 万台であったが，53 年には 100 万台を突破，一般
家庭に普及し始め，今年中に 200 万台に達するという。 渡部 B

33 1958/7/6 定年 イ 定年制度そのものの説明から，定年後の様々な身の振り方，退職金や始
まったばかりの厚生年金制度などにも触れる。 田村　田畑 C

34 1958/7/13 神風登山－谷川岳の記録－ ア 谷川岳に取材。山を征服の対象として，冷静に準備する「近代登山」が不
徹底であるために遭難が多発するという。 吉田 B

35 1958/7/20 売春防止法 ウ 1958 年 4 月，売春防止法施行。その後の大阪の旧遊郭街を取材した。業
者の転業，農村に帰った女性，地下に潜った売春の摘発など。

BK 海林
荻野 B

36 1958/7/27 ハイティーン ア 盛り場の愚連隊，ロカビリーに夢中の高校生など，都市の若者風俗を嘆
く一方で，案外「合理主義」に基づいていると感心したりもする。 渡部　倉島 B

37 1958/8/3 絹 エ 化学繊維の普及等で斜陽の製糸・養蚕業。〈危機に立つ蚕糸業の実態を解
明する〉。 田沼 C

38 1958/8/10 さいはての地「知床」 ア 知床に取材。熱望していた道路の開通を喜ぶ表情等を伝える。番組末尾
で〈へき地に文化を〉と訴える。 吉田 A

39 1958/8/17 四人の山の子 イ 岩手の山村の子が文通をきっかけに大阪の小学校に招かれて，はるばる
都会見物にやってくる。 BK B

40 1958/8/24 村芝居 ア 茨城県の農村で興行を打つ旅回りの村芝居一座の生活とその舞台を描く。
〈哀歓を綴った〉作風はこの時期の AK 制作には珍しい。 渡部 A

41 1958/8/31 台風銀座 イ 鹿児島県枕崎に取材。その生活を見ながら，自然の猛威にただ屈するし
かないのかと疑問を呈する。 斎藤 A

42 1958/9/7 牛乳 イ “理想的な食料品”牛乳を安く豊富に供給すべしと訴える。デンマーク風
の大規模酪農や，主婦連が提唱する 10 円牛乳運動などを紹介。 田沼 B

43 1958/9/14 嵐の中の先生 イ 尼崎等に取材。勤評闘争のさなか，貧しい子どもたちのために夜間学級
を開く先生の姿に「教育の原点」を見る。 BK 小倉 B

44 1958/9/21 アンバランス ア 現代を「アンバランス」の視点で通観。激増する車と貧弱な道路，中央と
地方の格差。少年犯罪には肉体と精神のアンバランスを見る。 吉田 B

45 1958/9/28 ボタ山のかげに－中小炭鉱－ ア 長崎などに中小炭鉱を取材。貧弱な保安設備で採炭，一夜明ければ即失
業者という例が続出していると伝える。炭住の生活描写もあり。

渡部　尾西
長岡 C

46 1958/10/5 豊作 ア 1958 年は 4 年連続の豊作であり，史上 2 番目の大豊作。新潟のコメどこ
ろを訪ね，“農村改善”の進み具合を伝える。貧しい山村の描写もあり。 AK A

47 1958/10/12 警察官 ア 警職法改正にちなんで“民主警察”の立場から警察官のあり方を考える。
村の駐在さんから機動隊員まで様々な働きぶりを描く。 AK C

48 1958/10/19 母と子 オ （放送番組表に記載あり，媒体検索できず） BK ─

49 1958/11/2 文化運動 ウ 〈戦後の虚脱状態から脱却〉して，盛んに展開された文化運動。文化鍋，
文化住宅から大企業内のクラブ活動，農村のミカン栽培等々。 田沼 B

50 1958/11/9 もっと光を イ 「盲人にもっと光を」という視点で盲学校の増設，職域の拡大などを行政
に訴える。盲学校の子どもから浅草の「流しの按摩」まで。 小松　上田 A

51 1958/11/16 機屋と女工 エ
（放送番組表に記載あり，媒体検索できず，PD より取材）
泉南地方の紡績工場で働く娘たちは四国・宇和島沖の小島の出身。仕事
は厳しいが底抜けに明るい。

BK 荻野 A

52 1958/11/23 無医村 イ 青森県山間の無医村の暮らし。保健婦の活動，診療所の建設などを伝え，
不便な山間地への近代医療の普及を訴える。 白石　瀬川 B

53 1958/11/30 全学連 エ 警職法反対闘争などで，このころ急速に存在感を増した全学連を取材。〈学
生運動の旗手たちの生活と意見をさぐる〉。 吉田 B

AUGUST 2014



48 　AUGUST 2014

No 放送年月日 副題 状態 内容 ＰＤ 題材

54 1958/12/7 この人達に愛の手を
－みんなで明るいお正月－ ア 〈年の瀬を迎えて，寒さにおののく気の毒な人たちにあたたかい援助の手

を差しのべるよう訴える〉。東京の「バタ屋」の描写に生彩。 田沼　増沢 A

55 1958/12/14 よいどれ日本 ア 酒の消費量うなぎ上り。盛り場や終電車の酔っ払いなどに好景気の象徴
を見たり，アルコール依存症の患者に酒の害を見たり。 渡部 B

56 1958/12/21 瀬戸内の漁師 イ 瀬戸内海に 4 つの漁村を取材し，“内海漁業”の現状を報告する。資源の
減少，密漁の横行，養殖への期待。

BK 馬場
大原 C

番外 1958/12/28 日本の素顔座談会
「1958 年言い納め」 ─ （※ 放送番組表に記載あり，媒体検索できず。出演者は，〈荒垣秀雄 , 高

橋義孝 , 御手洗辰雄 , 岡本太郎〉とある） AK ─

57 1959/1/4 職人－昔を守る人々－ ア 「芝居絵看板描き」「しんこ細工」「羅宇屋（キセルの修繕屋）」「日本刀
の柄巻き」…。京都，福井，東京に「昔を守る人々」を取材。 吉田　瀬川 A

58 1959/1/11 産業開発青年隊 ア 〈農村の次三男問題解決の一方法として〉広がる産業開発青年隊。重機操
作などの技術を学びながら，ブラジル移民を目指す。 田沼 B

59 1959/1/18 日本の中の朝鮮 イ 併合以来の苛烈な歴史，北朝鮮への集団帰国運動，大村収容所の密入国者，
この時代の「在日」の姿を正面から描ききろうとする。 BK 荻野 A

60 1959/1/25 日本政府専売品 イ たばこ，塩の専売事業について生産現場を取材。塩生産では技術革新に
よる増産がかえって生産調整と失業を生んだことを伝える。 斎藤　上田 C

61 1959/2/8 神の国日本 イ 旧紀元節にちなんで，暮らしの中に残る神信心を探る。初詣，七五三な
どの行事から地鎮祭，進水式，果ては原子炉のお祓いまで。 渡部　瀬川 A

62 1959/2/15 引揚げ 14 年 オ （放送番組表に記載あり，媒体検索できず） BK ─

64 1959/2/22 特許権
－現代産業を支配するもの－ イ

（※ 台本に 64 集という手書きの記載あり，63 集が欠番）　　　　　　　 
知的アイデアを近代産業の原動力と指摘，外国技術のコピーに頼らず自
前のアイデア・技術を持てと主張する。

吉田　斎藤 B

65 1959/3/1 テレビ－現代のマンモス－ ア 全国で開局ラッシュ，世帯普及率は 15％。スター頼み，低俗批判などに
も触れながら“新時代の文化”の原動力を目指せと言う。 尾西　斎藤 B

66 1959/3/8 満員 イ 「満員」という視点で世相を通観する。通勤電車，道路，受験競争などに
触れる（台本中途から NA の記載なし）。 瀬川　渡部 B

67 1959/3/15 飯場にいきる イ 奈良・十津川のダム工事現場等に取材。飯場の仕事ぶり，暮らしぶりを
臨場感豊かに描く。 BK 大原 A

番外 1959/3/20 四角い鏡－テレビジョンによる
第三のルポルタージュ－ ─ （※ 放送 5 周年記念特集。放送番組表では『日本の素顔』にカウントされ

ていない）　吉田直哉によるテレビ論テレビ。 吉田 ─

68 1959/3/29 日本の空 ア ジェット機導入と米軍からの管制権返還を目前にして航空業界を見る。
地方空港の貧弱さなども紹介。 上田　瀬川 C

69 1959/4/12 在日外人 イ 高給の技術者，豪華なアメリカンスクールと子弟を育む温かい家庭，日
本に滞在する欧米系白人を「下から目線」で見る。 尾西 C

70A 1959/4/19 マヒと斗う
－肢体不自由児の記録－ イ

（※ 台本に第 70 集と記載 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大阪府立養護学校を取材。学校と家庭での様子を撮った映像に，担任の
先生のコメントとアナウンスコメントを並行してあてる。

BK 荻野 A

70B 1959/4/26 テキ屋 ア
（※ 番組視認「第 70 集」，この回より番組末尾に構成者表示）
「前近代的」というテキ屋社会を博物学的にルポ。テキ屋の分類，階級，掟，
仁義の切り方，啖呵売（タンカバイ）の様子などを生き生きと紹介する。

吉田 A

71 1959/5/3 憲法第二十五条 イ 憲法記念日の放送。孤児院，街商少年，母子家庭等に取材。「健康で文化
的な最低限度の生活」の実現を訴える。 渡部　山田 A

72 1959/5/10 観光ブームの裏街道 ア 伊豆に大衆観光ブームをルポ。修学旅行や会社の慰安旅行，500人の団体
客をさばく熱海の旅館の大宴会シーン。 斎藤 B

73 1959/5/17 捜査本部 オ （放送番組表に記載あり，媒体検索できず）　 BK ─

74 1959/5/24 停車場人生模様
－東京駅の 24 時間－ イ 家出人，雇い主を探す楽士，待合室に巣食うスケコマシ，パクリ屋，ジミ屋，

フウタロウ等，東京駅にうごめく「裏」の人々の生態。 尾西 B

75 1959/5/31 ある玉砕部隊の名簿 ア レイテ戦玉砕部隊の遺族 9 件を訪ねる。夫や子ども，父親に死なれた家々
の苦難を，録音を多用して伝える。1 件だけ本人の生存判明。 吉田 D

76 1959/6/7 修行 ア 奈良県の大峰山，鎌倉の円覚寺等に取材。“機械化され西洋化された今日”，
修行精神が必要になってくるという。 渡部 A

77 1959/6/14 結核 イ 医学の進歩で死亡率が激減した結核。しかし，回復者の社会復帰は難しい。
療養所の不備，社会の偏見などを指摘する。 斎藤 C
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78 1959/6/21 二つのライン イ 中国の華東ライン，韓国の李ラインによる拿捕と抑留が，漁民とその家
族に与えた傷を下関等に取材。 BK 大原 D

79 1959/6/28 古城落成－昭和築城時代－ イ 建築中の 4 城を含めて 13 城，戦後の〈築城ブーム〉は日本人のどういう
心性を表しているのか。 吉田 D

80 1959/7/5 右翼 ア 戦前の「一人一殺」の闘士から児玉誉士夫まで，右翼活動家に次々インタ
ビュー。児玉は『国民から愛される右翼に』と語る。 尾西 B

81 1959/7/12 市場 ア 築地の魚市場，福島の家畜売買での「袖の下取り引き」，新潟・萬代橋の
路上青物市など。“消費者も取り引きについて無関心ではならない”。 瀬川 A

82 1959/7/19 どん底人生 オ （放送番組表に記載あり，媒体検索できず） 瀬川 ─

83 1959/7/26 路上の恐怖 －交通事故－ イ 自動車 200 万台で交通事故死者 8,248 人という時代。飲酒運転が違法でな
いこと，ひき逃げの求刑が 6 か月など隔世の感。 BK 鈴木 B

84 1959/8/9 隠れキリシタン ア 五島列島や平戸に今なお隠密の信仰を保つ隠れキリシタンを取材。その
儀式や秘文書等を映像に示す。 吉田 A

85 1959/8/16 モンテンルパへの追憶 ア 戦犯死刑囚としてフィリピン・モンテンルパ刑務所にあった人たち。処
刑された人の日記，今，日本で生きている人たちのインタビュー。 尾西 D

86 1959/8/23 子どもの見た夏休み ア 親の言いつけでおけいこ事や補習に行く子，子守りをする子，夜店で水
風船を売る兄弟，淀川で１日中泳いでいる子…。 BK 荻野 A

87 1959/8/30 コタンの人たち
－日本の少数民族－ ア 多くは農業に従事し，和人と変わらなくなったアイヌの人々。生活のた

め「観光のまなざし」にも応えるが，日本人として静かに生きたいと言う。 小倉 B

88 1959/9/6 災害日本 ア 毎年の風水害。平戸，鹿児島・川内，山梨，東京・江戸川をリポートし，
機械を入れて防災工事をと訴える。 渡部 A

89 1959/9/13 のれんと鉢巻 ア のれんは家族経営的な中小企業，鉢巻は労働運動。中小企業の労働争議
は“近代的な労働思想だけでは解決できない”と言う。 瀬川 B

90 1959/9/20 美人天国 ア “戦後女性は皆美人になれるという定説”のもと，化粧品や整形手術，美
人を作る神様まで様々な美人ビジネスを紹介。 BK 鈴木 B

91 1959/9/27 競輪立国 イ ギャンブラーやその家族の悲惨と，収益の社会還元の双方を紹介しなが
ら，公営ギャンブルの是非を吉田流に考える。 吉田 D

92 1959/10/4 泥海の町
－名古屋市南部の惨状－　 ア 伊勢湾台風襲来後，名古屋市南部を緊急取材。被災者 4,000 人が暮らす競

馬場のスタンドや遺体置き場などをリポート。 吉田 D

93 1959/10/11 川に映った東京 ア ダルマ船，バタ屋集落，船上生活者，輸出向けのおもちゃを作る零細工
場街，両国の力士，佃の渡し，時代の波に洗われる東京の川筋。 渡部 A

94 1959/10/25 ボタ山は訴える エ 〈筑豊炭田地帯の多くの人々は（昭和）28，9 年ごろから職を失った。そ
のほとんどが中小炭鉱労働者で，全く無一文で放り出されている〉。 小倉 C

95 1959/11/1 歌舞伎－その社会と伝統－ エ 團十郎，菊五郎ら名優の没後，後退のきざしが見える歌舞伎。〈大衆性の
あるものに復活するか，博物館入りの道をたどるか〉。 尾西 A

96 1959/11/8 国鉄ローカル線 イ 最新鋭「こだま号」の導入や電化の進展の一方で，地元ボスと政治家が交
わした「男と男の話」を呑んで赤字確実のローカル線を新設する。 BK B

97 1959/11/15 板ばさみ ア 「板ばさみ」という視点で頻発する労働争議，先生の勤評闘争，北朝鮮へ
の帰還運動等を切り分ける。 吉田 B

98 1959/11/22 二軍人生 イ 「二軍人生」を野球，文壇，芸能の各界に見る。芸能人が集まる大阪“天
王寺村”のパートが一番厚い。 BK 菊川 B

99 1959/11/29 奇病のかげに ア “これは誰にその責任があるのか，世にも不思議な病気の話です”。漁民
の声の録音を多用して水俣病を世に知らしめた一作。 小倉 B

100 1959/12/6 孤独の島＂沖縄＂ ア 戦禍の跡，巨大米軍基地の成立とそれに依存せざるを得ない人々の暮ら
し，ラスト NA は“何ともやりきれない島なのです”。内容 40 分。 瀬川 B

101 1959/12/13 台風孤児 ア 伊勢湾台風等で両親を亡くした子どもたちを 4 ケース取材。NA は淡々
としているが，子どもの置かれた境遇の厳しさが迫ってくる。映像も良い。 渡部 A

102 1959/12/20 自衛隊 ア 自衛隊の現状。装備よりも隊員やその家族の想い，〈原子力戦争時代〉の
幹部の戦争観などを伝える。 BK 荻野 C

103 1959/12/27 もういくつねると
－歳末の狂態とその裏側－ ア “比較的あたたかな庶民のふところぐあいと，手をかえ品をかえて袖をひ

く商魂”。好況のうちに暮れゆく昭和 34 年末の街ルポ。 尾西 B

104 1960/1/10 土地飢饉 ア “おととしまで畑と林だけだった武蔵野の奥に忽然と鉄筋アパートが林立
し，アメリカ式のスーパーマーケットができました”。 吉田 B
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105 1960/1/17 街の若者たち ア 「不良化する若者」ルポ。渋谷のヤクザやテキ屋の配下から，愚連隊，ロ
カビリー喫茶に集う女の子たちまで紹介。 瀬川 B

106 1960/1/24 大阪 エ
（アーカイブで媒体検索できず。『NHK 放送文化』1960 年 2 月号に紹介記
事あり）〈土蔵造りの問屋の大のれんや丁稚車の大阪も，高層ビルの電子
機械化された大企業の大阪も，全てこれ大阪人気質に満ちている〉。

BK B

107 1960/1/31 国境の島　対馬 ア 李承晩ライン，密貿易，密入国，国境の島の緊張を伝えるが，どこか牧
歌的な島の様子。分教場では子どもがまだ見ぬ汽車の絵を描く。 渡部 A

108 1960/2/7 幼き受験生たち
－受験にっぽん－ ア 受験勉強にいそしむ小学生，幼児，そしてその親。カメラは子どもが時

折見せる子どもらしさ，あどけなさに注目する。 小倉 B

109 1960/2/14 患者集団 イ 療養所の待遇改善を求めて組合を作り「闘争」する結核患者。新興宗教浸
透による組合弱体化にも触れる。 渡辺（泰） C

110 1960/2/21 雪国－雪と山にとざされた村の
記録－ イ 合掌造りで知られる越中五箇山に取材。古くからの共同体が国の土木工

事への依存や観光客の増加で急変し始めている。 BK 荻野 A

111 1960/2/28 マンモス都市 イ 人口 1,000 万人を超えようとする東京。その無秩序な膨張ぶりを取材。区
画整理事務所員が旧闇市の住人を説得して回るシーンあり。 小倉 B

112 1960/3/6 セールスマン イ 資本主義の先兵として働くセールスマンを，化粧品，ミシン，自動車，
生命保険等の分野に取材。使い捨てられがちなことにも言及する。 瀬川 C

113 1960/3/13 火山灰地に生きて イ 南九州シラス台地に生きる人々の酷烈な貧しさ。“自然はこの貧しい人た
ちをどこまで苦しめて苦しめぬくのでしょうか”。 渡辺（泰） A

114 1960/3/27 地方議会 ア 大阪府議会議員の日常をルポ。選挙民に対する細々としたお世話に忙殺
され，議会では東京から来た部課長に適当にあしらわれる。 BK 荻野 C

115 1960/4/3 馬 ア 輓馬（ばんば）や農耕馬が激減し，競馬や儀式用以外あまり使い道のなく
なった馬の現状を紹介する。 渡部 B

116 1960/4/10 競り合い経済学 ア 理髪店や薬局の安売り合戦，輸出用の人造真珠を作る町工場等に取材，
度を超えたコスト競争に疑問を呈する。 小倉 B

117 1960/4/17 三行広告 ア アルサロの求人，恩給証書担保の高利貸し，空き部屋がないのに紹介す
る周旋屋…。新聞の三行広告を入り口に街をルポ。 BK 吉村 B

118 1960/4/24 暗い浜辺
－北海道の不漁地帯を行く－ ア ニシン漁をはじめ北海道の沿岸漁業はどうしようもない不漁が続く。政

治は何とかできないものか。 瀬川 A

119 1960/5/1 日本人の家 ア 農家にだけは娘を嫁にやりたくない。家を継がねばならない長男より，
自由に都会に出られる次三男のほうが幸福等々，変わる家の形。 尾西 B

120 1960/5/8 三池 ア 3 月の第 2 組合結成以来，二つに割れて険悪化する大牟田の炭住街。双方
の言い分を現地録音を駆使してルポ。 小倉 C

121 1960/5/22 行動の世代
－高校生のある断面－ ア 時代の熱に浮かされるように，政治闘争に，新興宗教に，はたまたロカ

ビリーや少年犯罪に向かう高校生たち。 渡辺（泰） B

122 1960/5/29 大津波 ア 5 月 24 日，三陸海岸を襲ったチリ地震津波の被害をルポ。高い堤防で被
害が少なかった田老町を挙げ，“百の財産より一つの堤防”と言う。 瀬川 D

123 1960/6/5 議長の椅子 イ 5 月 19 日，安保条約をめぐる強行採決で焦点となった衆院議長の役割を，
清瀬議長当人をはじめ歴代議長等の声を交えて考える。 小倉 C

124 1960/6/12 群衆 ア 樺美智子さんが亡くなる 3 日前の放送。〈ある時は英雄的であり，ある時
は犯罪的である群衆の持つ力〉を〈様々な角度から探求する〉。 BK 鈴木 D

125 1960/6/26 九年間の記録
－安保から安保まで－ ア

（※35 分番組，映像は 33 分以降の結論部分約 2 分が欠落している ）        
安保改定自然承認 7 日後の放送。旧安保から 9 年間の歴史を淡々と教科
書風に記述する。賛成派，反対派ともリアルな声はない。

吉田 D

126 1960/7/3 若衆宿の人々 イ 宇和島沖の小島，安保闘争など別世界の「食うため」の暮らし。『死ぬの
は嫌だが戦争になれば（島の産物の）イモが高くなる』。 BK 荻野 A

127 1960/7/10 人気 エ 〈人気稼業である映画スター，プロ野球，相撲，舞台の人気者スターはど
のようにして作られ，また庶民に親しまれているか〉。 尾西 B

128 1960/7/17 この国の母たち エ 〈戦後日本の母親たちは著しい進出を見せている。悪い環境から子どもを
守ろうとする母たち，消費者として発言する母たち…〉。 AK B

129 1960/7/31 ある底辺 ア クズ鉄拾い，空券屋，故買屋，都会の炭焼き，売血，売春…。大阪・釜ヶ
崎に「底辺」を生きる人々の姿を豊富な肉声を交えて描く。 BK 玉井 C

131A 1960/8/7 黄色い手帳
－原爆被爆者の周辺－ ア

（番組視認で第 131 集，第 130 集は欠番）
広島市ではこれまで 8 万 5,000 の被爆者健康手帳を交付，しかし治療法も
薬も特になく，患者たちは病と生活苦にあえいでいる。

広島局桜井 C
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131B 1960/8/14 いのちの値段 ア
（番組視認で第 131 集）
召集による戦死，占領軍による犯罪被害死，炭鉱事故や交通事故での死亡，
それぞれの補償金額を挙げて「いのちの値段」を突きつける。

小倉 C

132 1960/8/21 母子寮の夏 ア 大阪市の母子寮の暮らしを取材。母子 2 人月 4,000 円ほどの生活保護で暮
らす親子の絆，仲間との交歓。 BK 鈴木 A

134A 1960/8/28 トカラの人々
－ある離島の現実－ ア

（視認で第 134 集，133 集は欠番）
 “（島民は）日本の片隅で平和で豊かな暮らしを送っていましたが，いつ
のまにか取り残された貧しい人達という肩書が記されていたのです”。

瀬川 A

134B 1960/9/11 黒い地帯－その後の炭鉱離職
者たち－ ア

（視認で第 134 集）
筑豊の閉山，三池の合理化で失職した 20 万と言われる人々のその後を取
材，再就職が絶望的な中で，さらなる合理化の予感。

小倉 C

135 1960/9/18 先生の雑記帳 ア 和歌山の山村の小学校に赴任した先生の目線で山の暮らしを描く。“一人
一人の先生が，小さい，それでいて重要な問題を抱えている”。

BK 立川
菊川 A

136 1960/9/25 東京の大学生 ア 安保闘争後，あっさり企業に就職する東大生，貧しい人に『ミョーな気
持ち』を感じるが『適当な所で逃げちゃう』と言う裕福な私立大生…。 宮原 B

137 1960/10/2 小児マヒ地帯 ア 小児マヒが猛威をふるう北海道を取材。罹ったらすぐ隔離，ワクチンも
足りない。「迷信」に頼る人々も。 渡辺（泰） D

138 1960/10/9 地底－ある炭鉱事故の記録－ ア 67 人の死者を出した豊州炭鉱，13 人が死んだ籾井炭鉱。録音を駆使して
遺族の悲しみと保安策の欠陥を訴える。 小倉 C

139 1960/10/16 政治テロ ア 放送 4 日前に起きた浅沼刺殺事件を受けて，戦前からの右翼テロ事件を
振り返ると共に関係者，識者の反応を伝える。（構成者表示なし） 尾西 D

140 1960/10/23 万年豊作 ア コメは 6 年連続の豊作，その割に農家は稼げない。一方，消費者からは
豊作なのに高いと政府の価格管理に疑問も。（構成者表示の最後） BK 堀 B

141 1960/11/13 上野－裏窓の世相－ ア 上野を舞台に，家出娘，スケコマシ，シスターボーイ，カッパライ，浮
浪者等々を取材…。ラスト NA で“歴史の歩みが意外と遅い”と言う。 尾西 B

142 1960/11/27 不就学児童 イ 不就学児童の実態を大阪・西成，被差別部落，船上生活者等に取材。九
州の炭鉱を離職してスラムや船上生活に流れ込んだ家族も。 BK 鈴木 C

143 1960/12/4 臨時労働者 ア 未曽有の好景気を支える臨時工の実態を北九州等に取材。低賃金ですぐ
解雇され，労災さえうやむやにされる。 AK C

144 1960/12/11 繁栄の谷間
－京浜工業地帯のある断面－ ア 漁場なき漁民，妻を亡くし，日雇い仕事で子どもを養う父親，近所に「出て

いけ」と言われながらボロ船に住み続けるバタ屋一家のやるせない悲しみ。 瀬川 C

145 1960/12/18 開拓者－原野の中の 15 年－ イ 戦後食糧難の時代，国の勧めで北海道の原野に入植した人たちのその後。
「どん底」生活の人が 3 分の 1 という。 AK C

146 1960/12/25 なにわの暮 ア 大阪から『素顔』恒例の年の瀬リポート。“景気は確かに良いのです。し
かしその好景気が，偏った人々の手で受け止められているのでは”。 BK 玉井 B

147 1961/1/8 交通マヒ ア 悪化する一方の東京の交通事情を新道交法施行を機に取材。オリンピッ
クに向けて道路拡幅のための立ち退き交渉など。 尾西 C

148 1961/1/15 太陽のない教室
－夜間中学生－ ア 東京・下町の夜間中学を取材，そこに通う（そこさえも欠席する）子ども

たちの境遇を一人一人見せる。羽田の漁民の子，伊藤君の話は強烈。 宮原 B

149 1961/1/22 行商 ア 富山の薬売り，青函連絡船の担ぎ屋，千葉のカラス部隊など。都会人に
は“間の抜けた前近代的な姿と映るかもしれませんが”。 BK 玉井 A

150 1961/1/29 ヘロイン ア ヘロイン売買現場，中毒者の家宅捜索…。横浜，沼津，新宿などに麻薬
取締官事務所の全面協力を得て取材。　 AK D

151 1961/2/5 土の中の共同社会 ア 衣食住まで共同化して農業の生産性を上げようという各地の試み。メン
バーが宗教で結びついたケース以外，うまくいっていないとリポート。 渡部（泰） B

152 1961/2/12 ある信者たち ア いくつかの新興宗教の教祖や信者の姿を具体的に示して，“安定の中に絶
えず潜む生きていく不安”を見出そうとする。 AK B

153 1961/2/19 雪害 イ 新潟等に取材して雪害の厳しさを紹介，自然のこととあきらめず，積極
的に解決に取り組もうと訴える。 BK 鈴木 A

154 1961/2/26 旧軍人 ア 2・26 事件 25 年後の放送。旧軍人の組織，とりわけ国防思想普及，道義
高揚等を掲げて活発に活動する各地の郷友会を取材。録音多用。　 AK 荻野 A

155 1961/3/5 秘書 ア 社長秘書，代議士秘書，華やかな近代的職業に見えるが，実は様々に人
間くさい領域を扱う調整役。社会の体質の古さも見える。 宮原 B

156 1961/3/12 ぼくらも日本人 ア 終戦の翌年に生まれた“混血児”たちは来年，中学を卒業する。“日本人
として生きていくほかない”何人かの“黒人混血児”について現状を紹介。 AK B
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157 1961/3/19 文楽 ア お客が減って苦境の文楽。大衆芸能として盛り返すか，文化財に甘んじ
るかは“文楽自身の力にかかっている”と突き放す。 BK 鈴木 A

158 1961/3/26 デパート ア 〈消費ブームの頂点に立つ〉デパートに取材。華やかな売り場からその裏
にある社員教育，出入り業者の苦労など。 AK C

159 1961/4/2 兜町 ア 赤ん坊をおぶった主婦まで株を買いに来るような株式ブーム。しかし，
兜町にはまだ伝統的な株屋，相場師の世界が残っている。 宮原 B

160 1961/4/9 歌は世につれ ア
（この回より午後 9 時 50 分〜 10 時 20 分の放送）　　　　　　　　　　　
「暗い理屈よりパッとしたものを」。安保闘争後の流行り歌『有難や節』
などを分析。橋幸夫，坂本九など等身大の歌手人気にも注目。

瀬川 B

161 1961/4/16 サラリーマン ア 現在 850 万人，5 年で 200 万増えたサラリーマン。会社では“画一的存在”
だが，家では文化的製品ときれいな奥さん，可愛い子ども。 BK 玉井 C

162 1961/4/23 機関士－ある合理化の断面－ ア SL からディーゼル車，電車へ。100 キロごとにおいていた石炭補給の機
関区は次々廃止。配置転換 2 万人。 AK B

163 1961/4/30 傷ついた村
－内灘・砂川・新島－ ア 激しい基地反対闘争を行った内灘，砂川，今渦中にある新島。地元民の

視点から，闘争を「支援」に来た「革新陣営」を痛烈に批判する。 AK B

164 1961/5/7 われは海の子 ア 九十九里浜，五島列島，因島に漁民を取材。因島では父と漁をするため
学校に来ない“長欠児童”を，先生が沖まで探しに行く。 瀬川 B

165 1961/5/14 保母さん ア 東京都内の保育園に取材。保育園の需要は高まる一方なのに，保母さん
は低賃金で激務に追われている。 宮原 C

166 1961/5/21 学生寮－大学における人間性
回復の方向－ ア 旧制高校の寮生活による人間形成を懐かしむが，就職という分断が決定

的という。旧三高吉田寮，旧制松江高校（現島根大）を取材。 BK 鈴木　 B

167 1961/5/28 工場誘致 ア 工場誘致に動く地方の農村ルポ。一軒一軒農家に即金で払って用地買収
した茨城県の町，造成したが企業が来ない宮崎県の工業団地。 AK B

168 1961/6/4 山林地主 イ 山林牧野は農地解放の適用を免れた上，戦後の木材騰貴で山林地主は潤
うばかり。地元民との封建的人間関係が温存されている所も。 渡辺（泰） A

169 1961/6/11 精神衛生のカルテ ア “現代人は不幸ではありません。しかし，なぜか非常に幸福でもありませ
ん”。現代文明論を交えながら精神衛生の充実を訴える。 瀬川 C

170 1961/6/18 アマチュアスポーツ ア スポーツ全般の隆盛スケッチから，オリンピックがらみのプロアマ論争
へ。高野連佐伯会長のインタビューあり。 BK 菊川 C

171 1961/6/25 霊峰 ア 自衛隊演習への反対運動から宗教活動や観光の実態，苦闘する開拓農民
など，富士山麓での様々な営みを紹介。〈日本の縮図〉と言う。 宮原 B

172 1961/7/2 波止場 ア 横浜に港湾労働者の生活を取材。“波止場と言えば荒くれ男，二言目には
密輸に麻薬…”といったステレオタイプは卒業したという。 小池 B

173 1961/7/9 防衛大学生 ア 防衛大学校の学生にインタビューして構成。祖国防衛の志に燃える者，
普通の公務員として考える「合理的」な者。 藤井 C

174 1961/7/16 若い根っこ ア 農村から上京，住み込み店員などとして働く若者たちが集まった「若い
根っこの会」。自分たちにも夢があると肩を組んで歌う。 瀬川 B

175 1961/7/23 まつり エ 〈祇園祭，天神祭を中心に，関西各地に見られる様々な祭りをルポ，…現
代的意味は何かを追求する〉。 BK A

176 1961/7/30 レジャーの断面 ア 職場の慰安旅行，湘南の海水浴など“日本的レジャー”を紹介。「近代人」
ならもっと意味のある個性的なレジャーを，と言う。 宮原 B

177 1961/8/6 消えやらぬ傷痕 ア 今も原爆症やケロイドに苦しむ 13 人の被爆者やその家族などを紹介，う
ち 9 人については録音で肉声を伝える。 AK C

178 1961/8/13 ドクター稼業 ア 医師会の保険医療総辞退の騒動を機に医師稼業を見直す。池袋の町医者
の仕事ぶり等を取材。 瀬川 C

179 1961/8/20 浪花の芸人 ア 大阪では最近，次々と新ネタを繰り出す漫才が年齢層を問わず人気，一
つのネタにじっくり取り組む浪曲はめっきり下り坂。 BK B

180 1961/8/27 流転の村
－小河内ダムの 30 年－ ア 奥多摩・小河内ダム建設によって故郷を追われた人たちのその後。町へ

出て成功した人，貧苦にあえぐ人，それぞれの人生行路。 宮原 D

181 1961/9/3 職業病 ア 鉱山のケイ肺，火薬工場のニトログリコール中毒，体温計工場での水銀
中毒等の実態を紹介。労災認定がなかなかされないことも指摘。 藤井 C

182 1961/9/10 奄美－その復興と不毛－ ア 奄美大島，徳之島を取材。1954 年の奄美群島復興特別措置法で小学校の
校舎は全部鉄筋になったが…。 瀬川 B
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183 1961/9/17 妻の座 ア 農家，漁家，商家，サラリーマンそれぞれの「妻の座」を描く。直接生計
を担わないサラリーマンの妻は，愛情が切れると離婚が多いと指摘。 BK B

184 1961/9/24 海抜０（ゼロ）地帯 イ 第 2 室戸台風とそれに伴う高潮で大被害を受けた大阪。工場の地下水く
み上げによる地盤沈下が被害を深めたと指摘。一部中継。

BK 鈴 木　
玉井 D

185 1961/10/1 血液市場 ア 生活難から血を日銭に換える人たちを取材。“私たちはこの救いようのな
い現実に目を覆うことは許されないのです”。 宮原 C

186 1961/10/8 入会争議 ア 大正以来，入会紛争が続いている岩手の山村。また〈入会権は生活権〉と
して基地反対運動を起こし，補償を手にした山梨の村を見る。 藤井 B

187 1961/10/15 あるミスの誕生 ア 第 5 回ミス東京コンテスト，地区代表として出場した 4 人の女性を取材。
“今日の若い女性の特徴”を描く。 瀬川 B

188 1961/10/22 タクシー人生 ア 交通ラッシュと前近代的な労働条件等，タクシーをめぐる様々な問題点
を取り上げる。『話にならんくらい混んでますよ』。 宮原 C

189 1961/10/29 禅 ア 小田実がニューヨークの禅ブームを伝え，永平寺では師弟渾身の公案問
答まで撮影するが，“近代生活とはあまりにもかけ離れている”と言う。

BK 玉井
大原 B

190 1961/11/12 天草－出稼ぎの島の現実－ ア 中学卒業後，半数は都会に出るという天草の若者。青年会のみかん園事
業など，島に残る人の表情も交えて出稼ぎの島をルポ。 藤井 B

191 1961/11/19 求人 ア 中小企業や商店で人手不足が深刻。“女工さん”確保のため待遇を良くす
る紡績工場，南九州の学校などを回って人を探す中小企業の人。

BK 笠 原　
堀 B

192 1961/11/26 靖国神社 イ 靖国神社に詣でる遺族らに取材。死者に対する単純素朴な感情に目を向
けよと言う。 佐々木 A

193 1961/12/3 県人会
－東京に生きる地方精神－ イ 東京に集う各県人会を取材。熊本，新潟，滋賀，愛知，佐賀，山口，戦

前からの流れをくむものが多い。 宮原 B

194 1961/12/10 町工場 ア 東京・下町の零細工場，新潟・燕の洋食器製造などを取材。“生産力は一流，
生活水準は三流と言われるが，町工場を見るとその意味がよくわかる”。 瀬川　新延 C

195 1961/12/17 黒い墓標
－石炭産業合理化の断面－ ア 筑豊では閉山が大手にまで広がり，残った三池も強烈なコストカットに

さらされる。生活保護を受けるか，射爆場で薬きょうでも拾うか…。 BK 玉井 C

196 1961/12/24 株主 ア 総会屋の「元老」久保祐三郎，乗っ取りの横井英樹，『さいころの空』の
モデルの相場師・倉沢増吉など登場。あるべき株主主権行使の姿とは。 藤井 C

197 1962/1/7 勲章 イ 栄典制度改正を機に勲章を考える。勲章が欲しいのは人間の本能と言う
元軍人。本当の文化は勲章のない所に進歩すると言う数学者。 佐々木 C

198 1962/1/14 狂った速度計－ダンプカーの
事故とその背景－ ア 砂利トラ業界ルポ。売上の 1 割の稼ぎを目当てに身体一つでトラックを

走らせる風来坊たち。首都建設を支える“三国人”。 宮原 B

199 1962/1/21 風土病 ア 肺ジストマ，日本住血吸虫病，ムロ病などピンポイントで起きる風土病。
今でも世間体をはばかって隠す者がいると叱る。 BK 堀 A

200 1962/1/28 警視庁 イ 警視庁ルポ。交通整理や防犯で都民に奉仕する都民警察の機能と，秩序
維持のため時に民衆と対峙する国家警察の機能を併せ持つ。 瀬川 C

201 1962/2/4 易 イ 易ブームの顧客心理を探る。従来からのお得意である花柳界や問屋街の
顧客は断言を，一見の若者はカウンセラー的な話し相手を求めている。 佐々木 B

202 1962/2/11 埋もれた辺境
－冬山の臨時労働者たち－ ア 北秋田の冬場，杉を伐採して橇で搬出する山子（やまこ）の季節労働を取

材。寄宿舎でのどぶろく，花札と歌声。 宮原 A

203 1962/2/18 アイデア イ 器用な思いつきは多いが，基礎研究がない。“本当に優れたアイデアを育
てる組織も予算も欠けている実情”を描く。 BK 大原 C

204 1962/2/25 移住者 ア ドミニカ移民事業のでたらめ発覚を機に，移住政策を考える。炭鉱離職
者や，離島からの移民はなお続く。 瀬川 C

205 1962/3/4 旧軍港 イ 「旧軍港は今」というくくりで呉，佐世保，横須賀，舞鶴を取材。佐世保
は第７艦隊誘致パレードなどを行い寄港回数を大幅に増やした。 藤井 C

206 1962/3/11 旧地主 ア 旧地主の様々な現状を伝えると共に，宅地転用が，農地解放当時の自作
農育成という趣旨から外れた土地成金を生んでいるとリポート。 佐々木 B

207 1962/3/18 閉ざされた島
－ライ療養所の記録－ ア 長島愛生園を取材。治る病気になっている今，療養者の社会復帰がテー

マになりつつある。ラストは小さな船で島を離れて行く若者たち。 BK B

208 1962/3/25 底流
－日本の素顔  4年間の記録－ ア ここまでの総集編。国民の幸せのために近代の恩恵があまねく行き渡っ

ているかどうかという視点。 宮原 B
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209 1962/4/1 なわ張り イ 「なわ張り」という概念で現代を通観。テキ屋や興行師，漁場のなわ張り，
医師の派閥，縦割り行政の無責任。 藤井 B

210 1962/4/8 観光基地 ア
（この回より午後 10 時 5 分〜 10 時 35 分の放送）　　　　　　　　　　　
1961 年 12 月，伊豆急が下田まで開通。地元の人々は喜んで土地を売った
が，はたして 10 年後も幸福かと疑問を呈する。

AK B

211 1962/4/15 傷痍軍人 ア 傷痍軍人65万人。“問題に真正面から取り組まずに戦後17年を経てしまっ
た日本の社会”と言いつつ，いくつかのケースを紹介。 BK 堀 B

212 1962/4/22 傷心の谷間－伊那谷その後－ イ 1961 年 6 月の集中豪雨で壊滅的な被害を受けた伊那谷の人々。慣れない
土地に移住した人，それもできず困り果てている人。窮状を伝える。 宮原 D

213 1962/4/29 正義感をめぐる12 の証言 ア 身近で人が困っていても助けない。かえって親切にした人が命を落とす。
いくつかの事件を当事者や目撃者のインタビューで描き出す。 AK B

214 1962/5/6 防衛産業 ア 着々と国産化が進む防衛装備。戦闘機に使うネジの生産から各種砲弾，
潜水艦，戦車の生産まで事細かにリポートする。 藤井 C

215 1962/5/13 日本の中の沖縄 ア 戦時中，九州各地に強制疎開させられた 5 万人と言われる沖縄の人々の
現状をルポ。「本土の防波堤」となった沖縄の知られざる苦難。 AK D

216 1962/5/20 釜ヶ崎からの報告 ア 前年に起きた釜ヶ崎事件を「恐ろしい暴動」と位置づけ，再発防止のため
の様々な行政の施策を伝える。 BK 玉井 C

217 1962/5/27 内職立国 オ （放送番組表に記載あり，媒体検索できず） AK ─

218 1962/6/3 村の政治
－ 4 人の村長の記録－ ア 住民税歳入が 20 万円しかない離島の村，観光開発に色めき立つ山村。工

場を誘致したのに国から農地転用にストップがかかった村など。 藤井 B

219 1962/6/10 選挙 イ 参院選の 3 週間前の放送。集落単位で票を取りまとめる保守系候補，労
組が取りしきる革新系，いずれも個人の政治性が育たないと指摘。 佐々木 C

220 1962/6/17 ガン対策の周辺 ア ガン対策の現状を，オープンしたばかりの国立がんセンターや山間の村
の検診などに取材，国民的な取り組みをと訴える。 BK 堀 C

221 1962/6/24 破産地帯 イ 大手炭鉱も閉山し破産地帯と呼ばれる筑豊の山田市，田川市等に取材。
失業と生活保護，そこから派生する無気力，犯罪等を伝える。 宮原 C

222 1962/7/8 創価学会 ア 折伏の実際，信者の声等当時の雰囲気がよくわかる。“学会が急速に伸び
得た日本の社会状況”に問題関心。 AK C

223 1962/7/15 経営戦略時代 ア アメリカ仕込みの市場調査や販売戦略など経営学ブームだが，戦国の名
将や将棋の名人に学ぶような「和魂洋才」タイプも目立つ。 AK C

224 1962/7/22 仏像受難
－文化財保護の反省－ ア 経済的困窮等から国宝級の仏像を売ってしまう寺が続出。4 つのケースを

紹介して，本来信仰の対象であるはずの仏像の意味を問う。 BK 玉井 B

225 1962/7/29 恐山 ア 下北半島の村と霊場恐山の夏祭りに取材。普段は貧困の底に沈むイタコ
やカミサマといった祈とう師とその客となる女たちの圧倒的な迫力。 宮原 A

226 1962/8/5 ゴミの社会学 ア 1955 年と比べ人口は 1 割増えただけなのにゴミは 3 倍に。近代的施設で
の“完全焼却”が理想だが，紙ゴミ回収業者にも配慮が必要という。 佐々木 C

227 1962/8/12 タレント市場 イ 芸能プロを中心にしたタレント養成の様子を取材。渡辺プロの興隆期，“人
間を商品化してやまない激しい経済競争”。16 歳の中尾ミエ等。 藤井 C

228 1962/8/19 秘境返上
－国土総合開発の問題点－ ア 「国土総合開発」の舞台の一つとなった吉野・熊野地方を取材。補償金等

によってあっさり消費的な「文化生活」に移行する山村の人々。 BK B

229 1962/8/26 フレキシネル段階
－日本的赤痢菌の周辺－ イ 7月に起きた木曽谷での赤痢隔離騒ぎを機に，下水道など環境衛生の立ち

遅れを“オリンピック（開催）の伏兵”と述べ，対策を促す。 AK 鈴木 B

230 1962/9/2 大陸派ーその日本人的郷愁ー オ （放送番組表に記載あり，媒体検索できず） 宮原 ─

231 1962/9/9 白衣の労働者 ア “白衣の天使という言葉のイメージを取り去って，白衣の労働者としての
看護婦問題を考えるべき時期に来ているのです”。 BK 笠原 C

232 1962/9/16 学習塾 イ 様々なタイプの学習塾の盛況を紹介。“教育本来の理念が犠牲になってい
る”と嘆く。山梨・韮崎のスパルタ塾など。 藤井 C

233 1962/9/23 失対事業 13 年 ア 昭和 24 年に始まった失業対策事業の現状。都会の母子家庭，老齢者，地
方の農漁村，旧炭鉱地帯，被差別部落…。 桜井 C

234 1962/10/7 奇禍 ア 1 年前の 10 月に起こり，新聞の片隅に載った 5 つの事件のその後を取材。
当事者にとってどれほど重大なことであったかと訴える。 渡辺（泰） D

235 1962/10/14 人づくり ア “月 5 万円の給料と電化製品に囲まれた安定した生活”だけでは足りない。
企業，政治家，宗教団体が目指す人間像をそれぞれ紹介。 宮原 C
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236 1962/10/21 華僑 ア 国内 4 万 6,000 と言われる華僑の現状を取材。地縁・血縁に基づく団結と，
表面上国共に対立しつつ，したたかに政治をやり過ごす様子。 BK 玉井 A

237 1962/10/28 組夫
－石炭産業合理化の断面－ ア 下請けの建設会社（組）に雇われて坑内に入る「組夫」。正規坑夫に比べ

て給料は半分，ノルマは 2 倍。“現代の残酷物語”と断じる。 藤井 C

238 1962/11/4 野丁場トビ ア 都内のビル建築，新東海道線の工事現場などを支える誇り高き野丁場ト
ビの人 （々⇔街場トビ）。だが，ひとたび事故が起こると…。 桜井 B

239 1962/11/11 水子塚 ア 1948 年制定の優生保護法は経済的理由等での人工中絶を認める。豊かに
なった今，そのままでいいのか。賛否入り乱れるインタビュー構成。 鈴木 C

240 1962/11/18 精神障害 ア 医学の進歩で精神障害も治療可能になったので，患者を“野放し”にせず，
ベッド数を増やしてどんどん入院させるべきと訴える。 BK 小川 C

241 1962/11/25 故郷なき人々
－小笠原疎開民の記録－ ア 戦時中，強制疎開となった小笠原島民 7,000 人のその後を取材，アメリカ

からの見舞金配分をめぐって対立があったことも伝える。 宮原 D

242 1962/12/2 Ｄ階層 ア 戦後，北海道に入植した開拓民の困窮ぶり。Ｄ階層とは道庁の用語で，
もはや多少の援助をしても農業では立ち直れない世帯。 藤井 C

243 1962/12/9 一杯船主 ア 若松〜阪神の石炭輸送を中心に繁栄してきた瀬戸内海の機帆船業界，石
炭凋落と共に厳しい時代に。 桜井 B

244 1962/12/16 望楼－火災国日本の現状－ ア 近代的な車両をそろえた都会の消防局から昔ながらの消防団まで一通り
紹介。「社会防衛」の目線で国民の火災に関する意識改革を訴える。 BK 堀 C

245 1962/12/23 教訓 ア 年末回顧番組。三河島事件，伊勢湾防潮堤の完成，幼児ドブ川転落死事
件等から教訓を得る。ガードレールや堤防の必要を力説。 鈴木 C

246 1963/1/6 チャンピオン ア ボクシングのチャンピオンを目指して青森から上京した若者を追う。試
合シーンは臨場感抜群の映像・音声。 宮原 B

247 1963/1/13 外国資本 ア 資本移動の自由化が迫り，外国資本の日本進出が取りざたされる。“外国
から金はもらっても経営権は渡さない”という大企業社長の声。 藤井 C

248 1963/1/20 伝統産業 イ 京都等に根づいた伝統的手工業。資本不足で機械化が困難，流通が前近
代的等の理由で近代産業に脱皮できないという。 BK 谷口 B

249 1963/1/27 三割自治 イ 工場誘致に血眼になる一方で教育，社会福祉など民生行政は貧しい。中
央集権体制が温存され三割自治にとどまっている現状を批判する。 桜井 C

250 1963/2/3 切れた神経 ア 脊髄損傷者の窮状と，その社会復帰支援を訴える。ロンドンパラリンピッ
クに卓球選手として出場した吉田さんの声を紹介。 鈴木 C

251 1963/2/10 原子炉の周辺 ア 東海村の実験用原子炉，人形峠のウラン鉱採掘，建設中の商業用原発第
一号などを紹介。“湯水のように金と月日がかかる”と言う。 佐々木 C

252 1963/2/17 老後 イ 平均寿命男 66 歳，女 70 歳近く。元気で時間を持て余す人，経済的に困
窮する人，職員の待遇改善が課題の老人ホームなど。 BK 小川 C

253 1963/2/24 研究室 ア 東大の理系学部，企業の研究所等を取材。前半は大学の研究体制の様々
な問題，後半は資金潤沢な産学協同の諸例を紹介。 藤井 C

254 1963/3/3 土地はだれのもの ア 地価は暴騰し，庶民ばかりでなく住宅公団や鉄道会社さえ用地買収に苦
労しているという。〈インチキ不動産業〉の実態も取材。 桜井 C

255 1963/3/10 行くえ不明 ア いくつかの行方不明事件を紹介。うち 1 件はカメラの前で親子の対面が
実現する。ラストは新宿の雑踏の中に娘を探す父親。 鈴木 B

256 1963/3/17 流通革命 イ 大量生産と大量消費を結びつける大量販売。勃興するスーパーと寂れて
いく商店街，問屋などを取材。中内㓛氏のインタビューあり。 BK 小川 C

257 1963/3/24 地方議員 ア 昭和 28 年の町村合併で村は 86％減少。集落のつきあいも細った。役場は
立派なビルになったが，おらが村意識は薄れるばかり。 田辺 B

258 1963/3/31 家元社会 ア 茶道，日本舞踊，華道などに家元王国ぶりをルポ。組織に自分を承認し
てほしいという大衆の欲求。勅使河原蒼風氏の話が秀逸。 藤井 C

259 1963/4/7 在日留学生 ア
（この回より午後 10 時〜 10 時 30 分の放送）
アジア・アフリカからの留学生の現状を取材。“日本人の家で東南アジア
の留学生に部屋を貸そうという家は非常に少ないのです”。

桜井 C

260 1963/4/14 プライバシー ア 〈プライバシーの問題は，有名人を素材にした小説だけの問題ではなく，
近代社会に生きるわれわれ一人一人に関係した問題である〉。 鈴木 C

261 1963/4/21 夢のかけ橋 ア 本四架橋 3 ルートの説明と，陳情合戦事情。政治家や地元の顔役が「わ
がルートこそ」と力説する。 BK 玉井 C
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262 1963/4/28 後援会 ア 前半は芸能人の後援会。後半は，政治家が政党より個人後援会に支えら
れていることで政策が弱くなっているのではと問題視する。 佐々木 C

263 1963/5/5 現代の子どもたち ア 「とりあえず」受験競争に明け暮れる風潮を民主教育，個性化教育の立場
から嘆く。現場の中学の先生のインタビューが良い。 藤井 C

264 1963/5/12 誘拐 ア 吉展ちゃん事件発生 43 日目の放送。異様なほど盛り上がった社会の関心
を伝え，番組も“憎むべき犯罪を絶滅せよ”と叫ぶ。 AK D

265 1963/5/19 パイロット地区
－農業近代化への試練－ イ 1962 年から始まった農業構造改善事業の現状を取材。役所主導の「農業

近代化」は必ずしも実情に合わず，モデル地区返上の動きも。 BK 小川 C

266 1963/5/26 修学旅行 ア 皇居，東京タワー，京都・奈良のお寺めぐり。宿の設備が悪い，強行ス
ケジュール，学習にならない等々。NA はうるさいが基本的に楽しそう。 桜井 C

267 1963/6/2 国鉄 ア 効率と非効率，公共性と企業性が同居する国鉄の諸相。新幹線工事に 850
億円足りないことが突然発覚。 AK C

268 1963/6/9 遺跡の周辺 イ 平城京の発掘調査に国の予算がついたのを機に，近畿一帯の遺跡保存と
開発との「調和」を考える。 BK 玉井 C

269 1963/6/16 年功序列 ア 学閥，男女，年功といった序列が個人の能力発揮を抑えている。“日本の
社会はまだまだ実力競争が足りない”と言う。 鈴木 C

270 1963/6/23 国境周辺 ア
（この回より終了時刻が 10 時 29 分に）　　　　　　　　　　　　　　　
李ラインに対する対馬と，北方領土が目前のノサップに取材。ノサップ
では民間協定を結んで今夏のコンブ漁の安全操業を実現。ニュース的。

藤井 D

271 1963/6/30 消費者主権 ア 広告宣伝や月賦販売が消費ブームをあおるが，流通機構等まだまだ問題
も多い。主婦連などの消費者団体も声を上げ始めた。 桜井 C

272 1963/7/7 水利権 イ 江戸時代の掟が今も生きる「水を使う権利」。長く農村社会の中心にあっ
た「水利権力」が今，上水道，工場など新たな水需要に揺れる。 AK B

273 1963/7/14 失われた歳月
－長期裁判の代償－ ア 当事者の一生を棒に振らせるほどの時間を奪ってしまう現代の裁判。長

い裁判闘争の末，無罪となった人のインタビューが切実。 中谷 C

274 1963/7/28 海運 イ 輸出入品の半分が外国船で運ばれ，多額の外貨が流出する現状。海運業
界の立て直しのため，国は船会社の合併や資本強化を促す。 BK 小川 C

275 1963/8/4 税関 ア 〈貿易自由化，海外渡航もさかんになり，税関の役割と責任は大きい。石
炭ガラ輸出サギ事件を機会に税関の現状をさぐる〉。 藤井 C

276 1963/8/11 よみがえる墓標 ア その精強さと高戦死率で知られた東北の農民兵士。遺族の悲しみを伝え
ると共に，強さの秘密を「悲しい貧しさの裏返し」と見る。

佐々木
仙台局中村 D

277 1963/8/18 祇園 エ 〈昔ながらの茶屋の座敷や置き屋内部を紹介しながら，…京都の祇園の今
日的意味をさぐる〉。 BK 玉井 A

278 1963/8/25 ある閉山－金属鉱山の現実－ ア 1962 年に休山した宮城県大土森鉱山の現状と，山を下りた人たちの苦し
い生活を取材。わずかに山に残った人々の生活描写が切ない。 AK 玉井 B

279 1963/9/1 自由化１年 ア 1961 年ごろから品目ごとに進んでいた貿易自由化の影響を各業界に取材。
造花内職壊滅，時計組み立ては十分な競争力。 AK C

280 1963/9/8 相場師
－赤いダイヤを追うある群像－ イ 小豆取引に“悲喜こもごもの織りなす異様な人間社会”を見，今年の小豆

相場に臨む東西の大相場師の対決ムードをあおる。 樋口 B

281 1963/9/15 「私鉄 」－その点と線の戦い－ イ 輸送と住宅地開発に始まって沿線住民の生活を丸抱えしようとする私鉄
大資本。レジャー消費も取り込もうと観光開発に精を出す。 BK 藤井 C

282 1963/9/22 興行師 ア 浪曲と共に興隆した実演興行。今は三波春夫ショーなどテレビでも人気
のものと，ストリップなどに二極分解。人くさい世界を丁寧に描く。 藤田 B

283 1963/9/29 教祖誕生 ア 九州の善隣会という新興宗教を取材。教祖・力久氏の身体に触れると“即
決”病気が治るとして，信者が殺到する映像がすさまじい迫力。 青木 B

284 1963/10/6 情緒障害児の記録 ア “情緒障害児”が数か月の施設生活の中で「治っていく」様子を取材。障
害の原因は親の育て方とする。 鈴木 C

285 1963/10/20 公害都市 ア 釜石，北九州，四日市に公害問題を取材。四日市のルポが厚い。公害が
住民の生活権を侵害すると伝える。工場側の言い分もあり。

AK 間宮
CK 鈴木 C

286 1963/10/27 農協 イ 政府が価格保証をするコメ販売と農地を売った金で，農協貯金は急増。
しかし，その資金は農業外の事業に流れていく。 BK 藤井 C

287 1963/11/17 15 歳の自衛官 ア 横須賀の自衛隊少年工科学校に集う若者たちと故郷の親族を取材。自衛
隊を取り巻き，支える庶民の現実が描かれる。 藤田 B
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288 1963/11/24 放浪－梅田厚生館の保護記録
から－ イ 都市放浪者の短期受け入れ施設である梅田厚生館等を取材。更生を目指

す人，どうもダメそうな人など。NA のトーンは冷たい。 BK 小川 C

289 1963/12/1 補償以後
－東京湾沿岸住民の場合－ イ 25 億円の補償金と引き換えに漁業権を放棄した羽田の漁民。漁協が行っ

た金の配分に疑惑が深まり，共同体は四分五裂していく。 青木 B

290 1963/12/8 あの戦いの日々 イ 日米開戦の日の放送。新規取材はわずか。昭和 16 年 12 月以降の身近な
人たちの出征，戦死，国民生活の困窮などをなぞる。 AK D

291 1963/12/15 空洞
－結核長期療養者の周辺－ ア 結核は治る病気になったが経済上の問題で入院しない人が多く，療養所

の待遇も劣悪。朝日訴訟の朝日さんのインタビューあり。 BK 藤井 C

292 1963/12/22 国鉄電車区 ア 鶴見事故をはじめ相次いだ事故の背景を過密ダイヤに求め，運転士の勤
務の実情を取材。“人間の注意力では限界に達している”と言う。 間宮 C

293 1963/12/29 社会病質者の周辺 ア 草加次郎検挙を目指す刑事の動きを追いつつ，“現代の社会病理”を列挙
する。物質が精神に先行する傾向，企業社会での歯車感等々。 AK C

294 1964/1/12 帰郷－漂海漁民の里－ ア 因島の家船漁民のその後。父母と弟妹は海上生活だが，学齢期の子ども
は全員島で就学し，親の後は継がないと言う。正月の帰郷再会をルポ。 青木 B

295 1964/1/19 東京農民 イ 田畑を売れば大金が転がり込む東京農民，日野市内旧七生村を舞台にも
はや農業どころではない姿を描く。 藤田 B

296 1964/1/26 道徳教室 イ 文部省の指示で始まった道徳の時間，しかし校門を一歩出れば非道徳的
なこともたくさん。“天下り式”でないものをと頑張る先生。

BK 小川
小西 C

297 1964/2/2 砂利飢饉 イ “国全体が工事中”で激増した砂利需要のため，相模川，多摩川など東京
近郊の河原は穴だらけ。トラックの過積載の問題も。 桜井 B

298 1964/2/9 御蔵島 ア 船着き場のない御蔵島。米軍の射爆場になると聞いた助役と郵便局長は
上京して陳情するため，沖の船に乗ろうと荒れる冬の海に飛び込む。 中谷 A

299 1964/2/16 灰色の海岸線 イ 冬の北陸各地に取材。雪の季節は家にこもる“一毛作意識”を批判する。“雪
害という言葉自体が非常に新しい言葉なのです”。 BK 藤井 A

300 1964/2/23 廃屋の村 ア 廃村が続出する現状をルポ。教育や文化が浸透し“農民を引きとめる力
が農村になくなった”と言う。 青木 B

301 1964/3/1 貸家人対借家人
－ある居住権をめぐる争い－ ア 地価暴騰を背景に，土地売却や建て替え等のために明け渡しを要求する

大家と，「全国借家人同盟」の活動家を頼んで応戦する店子。 藤田 C

302 1964/3/8 公民館 ア 地域住民の意識向上と生活改善を目指して全国に作られた公民館。多く
が立ち枯れ状態の中，活発に活動している例を紹介する。 桜井 B

303 1964/3/15 企業学校 イ 人里離れた環境に豪華な鉄筋の建物，全寮制で中卒者を 2 〜 3 年教育する。
電気，機械など充実した実習設備と軍隊のようなしつけ。 BK 小川 C

304 1964/3/22 流氷と人 エ 〈流氷が押し寄せる冬のオホーツク海とその沿岸を長期取材。厳冬の中で
の人々の生活を描く〉。知床の番屋を守る老人など。 札幌局 A

305 1964/3/29 山岸会 エ 〈全国各地で農業共同化を実現させながらヤマギシズムの実践を進めてい
る山岸会〉。兵庫県加西郡北条町の実顕地などを取材。 CK 郷治 B

306 1964/4/5 暴走 ア 交通事故の例をいくつか引いて，精神障害者に運転免許を与えることに
疑問を呈する。“野放しの精神障害者が社会問題となっており…”。 AK C

注 1：No 欄の回番号は基本的に資料（完プロテープまたは台本）上に表記された数字に従ったが，以下のように一部飛躍や重複が見られる。
第 62 集→第 64 集となっていて，第 63 集が欠番。
第 70 集は『マヒと斗う』と『テキ屋』の 2 つある。
129 → 131 → 131 となっていて第 131 集が 2 つで第 130 集が欠番。
132 → 134 → 134 となっていて第 134 集が 2 つで第 133 集が欠番。
本表では第 99 集『奇病のかげに』など既に回番号と内容が固定的に結びついて語られる例もあることに鑑み，独自に通し番号を振らなかった。
欠番はそのまま欠番とし，資料が 2 つある第 70 集，第 131 集，第 134 集については，それぞれ放送順に 70A，70B，131A，131B，134A，134B
とした。なお制作本数は 306 本で変わらない。

注 2：各回の副題は実際の番組視聴，あるいは台本の閲覧によって得られた情報を優先したため，一部放送番組表の記述と異なっているものがある。
例えば第 110 集は，放送番組表では『雪国―ある山村の記録―』であるが，台本では『雪国―雪と山にとざされた村の記録―』となっている。

注 3：AK（JOAK），BK（JOBK），CK（JOCK）は，それぞれ NHK 東京，NHK 大阪，NHK 名古屋の各放送局を示す。
注 4 ：副題や番組内容の中には，現代では不適切とされる用語や表現も存在するが，今では不適切と見なされる表現の存在も含めて，資料性を形成して

いると考え，今回の表作成では特に修正を行わなかった。
注 5：表中“　”内は番組内のナレーション，〈　〉内はアーカイブのデータもしくは『放送文化』（NHK 編）からの引用，『　』内は番組内のインタビュー，

「　」内は筆者による強調表現である。
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